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ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

て
は
じ
め
に

二
、
鉄
道
建
設
以
前
の
ド
イ
ツ
製
鉄
業
・
機
械
工
業
の
発
展
状
況

一
一
一
、
一
八
四
0
年
代
以
後
の
銑
鉄
生
産
の
発
展

四
、
鉄
道
建
設
開
始
以
後
の
銑
鉄
加
工
部
門
の
発
展
〈
以
上
本
号
)

五
、
一
八
四
0
年
代
以
後
の
機
械
工
業
の
発
展

六
、
お
わ
り
に一

、
は
じ
め
に

イ
ギ
リ
ス
で
は
産
業
革
命
の
終
期
に
鉄
道
が
登
場
し
た
。
そ
れ
は
①
機

械
制
大
工
場
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
大
量
の
荷
品
の
輸
送
・
販
売
に
は
、

既
存
の
河
川
・
運
河
・
道
路
に
よ
る
輸
送
で
は
、
速
度
、
規
則
性
、
運
輸

且
一
黒
、
運
賃
の
点
で
も
は
や
不
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
る
革
新
的
な
運
輸

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
璽
エ
業
の
発
展

笠

茂

原

-
交
通
手
段
と
し
て
の
鉄
道
の
出
現
が
強
く
要
請
さ
れ
た
こ
と
、
②
鉄
道

の
建
設
と
経
蛍
に
必
要
な
素
材
1

1

機
関
車
、
事
柄
、
レ
ー
ル
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
の
鉄
、
燃
料
と
し
て
の
石
炭
を
大
量
に
供
給
す
べ
く
機
械
工

業
、
製
鉄
業
、
石
炭
業
が
産
業
革
命
の
過
程
で
す
で
に
確
立
し
て
い
た
こ

と
、
を
前
提
条
件
と
し
て
い
た
@

ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
起
点
に
つ
い
て
は
、
対
イ
ギ
リ
ス
後
進
国
の
産
業

革
命
の
起
源
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
い
く
つ
か
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
の
結
成
に
よ
る
「
上
か
ら
」
の
統
一
的
国
内
市
場

の
創
設
、
鉄
道
建
設
の
開
始
の
み
ら
れ
た
一
八
一
二

0
年
代
に
そ
れ
を
求
め

る
見
解
が
一
つ
の
有
力
な
も
の
と
し
て
あ
る
。
そ
の
際
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

産
業
革
命
の
終
期
に
、
諸
産
業
部
門
の
変
革
を
受
け
て
最
後
に
運
輸
・
交

通
部
門
が
変
革
さ
れ
る
と
い
う
形
で
、
い
わ
ば
産
業
革
命
を
し
め
く
く
る

一一一一



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

も
の
と
し
て
鉄
道
が
出
現
し
た
と
み
な
さ
れ
る
の
に
た
い
し
、
後
進
国
ド

イ
ツ
で
は
、
鉄
道
建
設
を
む
し
ろ
産
業
革
命
の
出
発
点
な
い
し
前
提
と
み

る
の
で
あ
る
か
ら
、
産
業
革
命
に
お
け
る
鉄
道
の
意
義
は
、
次
の
よ
う
に

イ
ギ
リ
ス
と
は
「
逆
転
」
し
た
関
係
と
し
て
あ
ち
わ
れ
る

Q

す
な
わ
ち
、

①
鉄
道
建
設
に
よ
っ
て
大
量
の
商
品
輸
送
の
可
能
性
を
創
出
す
る
鉄
道
に

(

2

)

 

統
一
的
国
内
市
場
を
創
設
す
る
役
割
を
期
待
す
る
、
①
鉄
道
が
製
鉄
業
、

機
械
工
業
、
石
炭
業
に
大
き
な
需
要
を
提
供
し
、
そ
れ
ら
の
産
業
を
発
展

(

3

)

 

さ
せ
崖
業
革
命
を
展
開
さ
せ
る
、
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い

(

4

)

 

て
鉄
道
建
設
が
い
か
に
統
一
的
国
内
市
場
の
形
成
を
促
進
し
た
か
に
つ
い

て
は
、
機
会
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
、
本
稿
で
は
、
第
二
点
す
な

わ
ち
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
が
製
鉄
業
、
機
械
工
業
の
発
展
に
と
っ

て
い
か
な
る
意
義
を
も
っ
た
か
を
、
ヴ
ァ

i
ゲ
ン
プ
ラ
ス
の
詳
細
な
実
証

(

5

)

 

研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

(

1

)

わ
た
く
し
も
以
前
、
「
一
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ド
イ
ツ
機
械
工
業
の
発

展
1

1
代
表
的
な
機
械
工
業
企
業
の
設
立
と
発
展
の
状
況
を
中
心
に
!
l
」
(
福

島
大
学
『
商
学
論
集
』
第
三
入
巻
第
二
号
〉
(
以
下
拙
稿
①
と
略
記
す
る
〉
で

ζ

の
考
え
を
述
べ
た
。

(

2

)

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト
は
経
ほ
政
策
上
の
提
言
と
活
動
の
重
点
を
、

保
護
制
度
の
確
立
と
な
ら
ん
で
鉄
道
建
設
に
よ
る
国
内
市
場
の
創
設
に
お
き
、

生
涯
の
多
く
の
時
期
、
と
く
に
後
半
生
を
鉄
道
建
設
問
題
に
さ
さ
げ
た
。
小
林

昇
『
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
リ
ス
ト
論
考
』
一
九
六
六
年
を
参
照
。
な
お
ド
イ
ツ

に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
リ
ス
ト
の
活
躍
に
つ
い
て
は
機
会
を
あ
ら
た
め
て
検
討

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一一一一
一

ハ
3
V

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
鉄
道
史
に
つ
い
て
の
研
究
が

共
通
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
し
た
あ
た
り
、
北
条
功
「
ド
イ
ツ
産
業

革
命
と
鉄
道
建
設
」
(
高
橋
幸
八
郎
編
『
産
業
革
命
の
研
究
』
一
九
六
五
年
〉
、

同
「
ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
前
提
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
第
二
八
O
号
)
、
安
藤
笑

治
二
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
於
け
る
鉄
道
と
資
本
主
義
」
(
成
媛
大
学
『
政
治
経

済
論
議
』
第
ご
巻
第
四
号
〉
を
参
照
。

(

4

)

な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
プ
レ
ム
ド
リ
ン
グ
の
研
究
(
町
5
5丘
広
岡
-
M
P
-

何日

ω
g
g
E
2
5品
且

E
Zの
F
2
4〈
笠
宮
宮
同
門

2
2
E
m
g
E
H笠
0
1
5叶
0
・

5
a
本
書
闘
は
山
田
徹
雄
氏
の
貴
重
で
蔵
書
を
拝
借
し
た
。
記
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
〉
が
提
供
し
て
い
る
デ
i
タ
を
こ
こ
で
整
理
し
て
お
き
た
い
。

表
l
に
み
る
と
う
り
、
ド
イ
ツ
鉄
道
の
輸
送
量
は
建
設
開
始
以
来
飛
躍
的
に

場
大
し
て
い
る
。
年
平
均
増
加
率
で
み
る
と
貨
物
輸
送
は
四
0
年
代
六
五
・
五

街
、
五

0
年
代
一
二
・
一
勉
、
六

0
年
代
一
一
山
・
三
%
、
四
一
lil--

七
三
年
で
=
一

0
・
岡
町
加
、
旅
客
輸
送
は
四
0
年
代
=
二
・
O
%
、
五

0
年
代
九
・
六
%
、
六

0
年
代
八
・
二
Mm
、
四
一
|
七
三
年
一
五
・
三
%
と
な
っ
て
い
る
(
同
v
g
ι
p

印

-
E〉
。
貨
物
輸
送
に
お
け
る
鉄
道
の
比
重
か
ら
み
て
、
鉄
道
ば
国
内
市
場
の

促
進
に
と
っ
て
早
く
も
主

0
年
代
に
決
定
的
な
意
義
を
獲
得
し
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。鉄

導
か
産
業
革
命
期
に
輸
送
面
で
ー
と
く
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
た
の
は
石
炭

の
輸
送
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
鉄
道
に
お
け
る
石
炭
輸
送
は
、
五
八
!
七

二
年
に
九
倍
に
増
大
し
て
い
る
。
五

0
年
代
以
後
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
石
炭
産

出
地
域
ル
l
ル
地
方
か
ら
の
石
炭
搬
出
で
は
、
鉄
道
が
五

0
年
代
の
う
ち
に
旧

来
の
輸
送
方
法
に
た
い
し
て
支
配
的
な
地
位
を
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ル
ー

ル
炭
の
地
域
外
の
販
売
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
(
表
3
参
照
〉
。
家
庭
用
、

産
業
用
と
も
に
重
要
な
消
費
地
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
の
石
炭
市
場
に
つ
い
て
み
る



ドイツ鉄道輸送量の増加

輸 送 量 運賃収入〈百万マルク〉

年 hxf153131iif誕 旅 客 i貨 物

1840 62 3 0.4% 2.7 0.6 

1845 309 51 5.7 13.3 6.9 

1850 783 303 25.1 33.2 30.6 

1855 1.090 1.095 十組コ 49.4 89守 2

1860 1， 675 132.3 1，733 55.4 75.3 

1865 2，676 3，672 70.3 109.1 220.4 

1870 4，447 5，876 78.1 150.0 327.4 

1875 5，994 10，625 229.7 559.2 
(80) 

1879 6，148 I 12，244 80.7 225.9 564.4 

表 1

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

Fremdling， R.， a. a. 0.， S. 17. 

プロイセシ鉄道の石炭輸送

l収入 1運賃[摘出こ
(百万M〉 1 2T/ヒ〉 占める比

表 2

百万 tkm

1858 269.4 12.7 4.7 30.7% 

1862 512.8 21.0 4.1 35.3 

1867 1，181. 8 40.0 3.4 43.6 

1872 2，315.9 74.8 3.2 40.5 

年

FremdIing， R.， a. a. 0.， S. 69. 

ルール地方からの石炭搬出表 3
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

ベルリンへの石炭輸送表 4

年

0 

43 

nu
ヴ

t
q
a

nU
戸

h
d

つム

ーーハ
リ
円

i

n
U

ヴ

4

1
i
 

0 

23 

。
97 2 

95 

354 

1846 

1860 

77 

95 

27 

8 

73 

92 

99.6 

99.98 

1，073 

1， 546 

1871 

1881 

87 13 32 68 

(1)と131，121と141，ゆと161，17)と181の合計がそれぞれ1∞%になる。

Fremdling， R.， a. a. 0.， S. 62-65より作成。

59 2，512 1896 

と
、
四
六
年
に
は
船
で

輸
送
さ
れ
て
い
た
笑
国

炭
が
一
O
O
%
支
配
し

て
い
た
の
に
、
七
一
年

に
は
鉄
道
に
よ
る
搬
入

の
割
合
が
七
三
M
と
な

り
、
そ
れ
に
と
も
な
い

鉄
道
に
よ
り
販
売
地
域

を
拡
大
し
え
た
ド
イ
ツ

炭
・
べ
l
j
ン
炭
が
七

七
%
と
イ
ギ
リ
ス
炭
な

凌
割
高
す
る
こ
と
に
な
っ

た
(
表
4
参
照
)
。

な
お
鉄
道
に
よ
る
市

場
形
成
問
題
に
つ
い
て

は
、
山
田
徹
雄
「
一
九

位
記
ラ
イ
ン
・
ヴ
エ
ス

ト
7
7
1
レ
y
の
鉄
道

総
と
そ
の
経
済
的
意
義

に
関
す
る
一
考
察
l
l

石
炭
輸
送
と
市
場
i
」

(
早
稲
田
大
学
『
商
学

研
究
科
紀
要
』
第
六

号
)
、
同
「
帝
国
再
建
期

に
お
け
る
ラ
イ
ン
・
ヴ

二
二
四

エ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
y
の
鉄
道
と
商
品
流
通
の
展
開
l
l
ベ
ル

p
n
マ
ル

F
鉄
道

と
貨
物
輸
送

lll」
弓
歴
史
学
研
究
』
四
七
二
号
)
を
参
照
。

(

5

)

巧
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F
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H
U
4
ω
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二
、
鉄
道
建
設
以
前
の
ド
イ
ツ
製
鉄
業
・
機
械
工

業

の

発

展

状

況

ド
イ
ツ
の
鉄
道
建
設
は
一
八
一
三
五
年
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
・
フ
ュ
ル
ト

聞
に
は
じ
ま
り
、
表
白
に
み
る
よ
う
に
そ
の
後
め
ざ
ま
し
い
テ
ン
ポ
で
進

〈

1
)

め
ら
れ
た
。
鉄
道
建
設
が
製
鉄
業
、
機
械
工
業
の
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
コ
一

0
年
代
前
半
の
両
産
業
部

門
の
発
展
状
況
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

(
l
v

こ
の
よ
う
な
鉄
道
建
設
の
進
展
は
、
分
散
的
な
鉄
道
が
次
第
に
鉄
道
網
へ

と
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
点
を
プ
レ
ム
ド
リ
ン
グ
は
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
(
表
ゆ
参
照
)
。

路
線
の
延
長
、
機
関
車
・
車
輔
台
数
の
増
加
は
当
然
そ
の
傾
向
を
表
示
す
る

が
、
さ
ら
に
機
関
車
一
台
当
り
の
馬
力
数
の
増
加
二
八
回
O
七
O
年
に
二

-
一
一
倍
)
は
機
関
車
の
大
型
化
、
「
生
産
」
能
力
の
増
大
を
、
機
関
車
馬
力
数

に
一
た
い
す
る
鉄
道
距
離
の
増
加
三
八
四
O
i
七
O
年
一
一
一
・
五
倍
)
は
機
関
車

の
稼
動
率
の
上
昇
を
お
し
、
そ
れ
と
機
関
車
一
台
当
り
貨
車
台
数
の
増
加
(
四

五
i
七
O
年
二
・
六
倍
)
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
鉄
道
に
よ
る
「
生
産
密
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表 5a 

1年平均計メ』
日線単年

15 45 45 1836-38 

210 630 630 1839-41 

353 1，058 150 908 1842-44 

798 2，393 375 2，018 1845-47 

530 1，590 225 1，365 1848-50 

348 5，215 750 4，965 

664 1，991 510 1， 289 1851-53 

946 4，730 1，463 2，510 J.854-58 

1，023 5，115 915 3，000 1859-63 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

1， 047 

2，039 

5，234 

10，197 

1， 565 

7，411 I 2，786 

63年までは Wagenblass，H.， a. a. 0.， S. 267f. 
64-73年は FremdJing，R.， a. a. 0.， S. 48. 

3，669 1864-68 

1869-73 

車
数

客
台

ドイツ鉄道の「生産性」表 5b 

1840 

8.6 132 186 20.7 1845 

14.1 157 528 25.2 1850 

18.2 1.8 200 883 40.7 1855 

19.2 1.5 226 1，372 46.7 1860 

28.4 1.6 2，945 250 1，855 57.8 1865 
二
二
五

22.0 1.6 77，393 I 

139，542 i 

148，491 I 

5， 719 275 3，521 71. 8 1870 

20.6 1.5 つ

ん

可

t

o
o
q
r
“
 

cυ

の百

，
，
 

Q
d
n
u
 

句
E
ム

287 6，606 94.2 1875 

20.8 

FremdJing， R.， a. a. 0.， S. 47， 49， 50， 53. 

1.1 290 7，152 87.4 1879 



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

度
」
の
増
大
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
後
二
者
は
鉄
道
網
の
形
成

が
進
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
機
関
車
一
台
当
り
貨
車
台
数
の
増
加

に
た
い
し
、
客
車
台
数
が
五
0
年
代
後
半
よ
り
停
滞
な
い
し
わ
ず
か
に
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
頃
か
ら
鉄
道
の
も
つ
意
義
が
貨
物
輸
送
中
心
に
な
っ

て

い

っ

た

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

一

I

製

鉄

業

一

~

産
業
革
命
に
お
け
る
製
鉄
業
の
技
術
革
新
は
、
①
銑
鉄
生
産
過
程
へ
の

石
炭
(
コ
ー
ク
ス
〉
高
炉
の
導
入
と
そ
れ
に
よ
る
木
炭
高
炉
の
駆
逐
、
②

精
錬
・
銑
鉄
加
工
過
程
へ
の
パ
ド
ル
炉
の
導
入
、
圧
延
過
程
へ
の
ロ
ー
ラ

ー
圧
延
機
の
導
入
と
両
工
程
の
結
合
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
日
①
は

一
八

O
O年
頃
ほ
ぽ
完
了
し
、
①
の
技
術
革
新
も
一
八
一

0
年
代
ぶ
は
広

(

1

)

 

く
普
及
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
比
産
業

革
命
が
終
了
せ
ん
と
す
る
時
期
に
鉄
道
が
出
現
し
た
の
で
あ
り
、
畿
道
建

設
以
前
に
大
量
の
鉄
を
供
給
す
る
体
制
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
こ
の
技
術
革
新
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
く
ら
べ
抱
半
世

紀
も
お
く
れ
て
達
成
さ
れ
た
。
繊
維
工
業
を
中
心
に
、
諸
産
業
部
問
へ
の

機
械
の
素
材
を
供
給
す
べ
く
製
鉄
業
が
す
で
に
鉄
道
建
設
以
前
に
丸
き
く

発
展
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
と
対
照
的
に
、
こ
の
技
術
革
新
が
鉄
道
建
設
に

決
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
ド
イ
ツ
に
お

け
る
特
徴
で
あ
る
。
で
は
鉄
道
建
設
以
前
の
ド
イ
ツ
の
製
鉄
業
の
状
態
を

み
て
み
よ
う
。

当
時
の
ド
イ
ツ
の
銑
鉄
生
産
は
生
産
技
術
が
中
世
末
期
以
来
ほ
と
ん
ど

一一一一六

か
わ
ら
な
い
木
炭
高
炉
で
の
小
規
模
生
産
と
い
う
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
。
一
八
三
五
年
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
で
生
産
さ
れ
た
銑
鉄
の
九
六
%
は
木

炭
高
炉
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
三
七
年
プ
ロ
イ
セ
ン
の
一
高
炉
平
均
生
産

高
は
四
七
五
ト
ン
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
三
九
年
に
コ
ー
ク
ス
高
炉
が
一
基

ハ
2
)

で
平
均
四
、
三
三
三
ト
ン
を
生
産
し
て
い
た
の
と
は
比
較
す
べ
く
も
な
い
。

重
要
な
こ
と
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
二
五
!
一
二
一
年
に
プ
ロ
イ

セ
ン
は
国
内
消
費
銑
鉄
の
八

O
Mを
、
関
税
同
盟
で
は
一
八
三
四
|
一
一
一
七

年
に
八
五

Mmを
自
給
し
え
た
こ
と
で
あ
り
、
自
給
率
は
四

0
年
代
に
入
つ

(
3
)
 

て
か
ら
急
激
に
低
下
し
た
こ
と
で
あ
ろ
。
か
く
し
て
宅
時
の
ド
イ
ツ
銑
鉄

供
一
産
は
鉄
道
の
需
要
に
は
ほ
と
ん
ど
応
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
同
時
に
鉄
道
建
設
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
限
り
、
当
時
存
在
し

た
鉄
へ
の
需
要
構
造
か
ら
は
い
か
な
る
草
新
も
生
じ
え
な
か
っ
た
と
い
え

る
も
の
で
あ
る
。

錬
鉄
・
棒
鉄
生
産
過
程
で
は
、
一
八
二

C
年
代
後
半
か
ら
先
駆
的
な
製

鉄
業
者
に
よ
っ
て
パ
ド
ル
炉
、
圧
延
生
産
が
徐
々
に
導
入
さ
れ
は
じ
め
、

こ
の
面
で
は
銑
鉄
生
産
よ
り
も
技
術
草
新
は
進
ん
で
い
た
と
い
え
る
が
、

し
か
し
一
一
一
四
年
に
関
税
同
盟
で
生
産
ぎ
れ
た
棒
鉄
の
八
四
%
が
木
炭
を
用

い
た
も
の
で
あ
り
、
十
一
一
一
四
/
三
五
年
に
関
税
同
盟
に
は
=
一
八
1

四
O
の
パ

ド
ル
炉
し
か
な
く
、
ヘ
ッ
シ
ュ
の
所
有
す
る
一

O
炉
以
外
に
は
、
平
均
三

l
四
一
炉
を
も
っ
小
企
業
の
み
と
い
っ
た
状
態
で
、
レ
ー
ル
な
ら
び
に
鉄
道

用
資
材
供
給
の
た
め
の
大
量
生
産
を
な
し
う
る
状
態
に
は
全
く
な
か
っ

(
4
)
 

た
Q

L一
八
コ
一
五
年
ド
イ
ツ
最
初
の
鉄
道
が
建
設
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク



-
フ
ュ
ル
ト
鉄
道
は
必
要
な
レ
!
ル
を
イ
ギ
リ
ス
に
求
め
る
べ
く
レ

l
ル

輸
入
税
の
無
税
化
を
請
願
し
た
が
、
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
に
拒
否
さ
れ
た
た

め
圏
内
企
業
に
そ
の
供
給
を
求
め
た
@
七
つ
の
企
業
が
入
札
に
応
じ
た

が
、
グ

i
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
を
は
じ
め
四
つ
の
企
業
は
鉄
道
に
ふ
さ

わ
し
い
圧
延
レ

l
ル
を
製
造
す
る
設
憶
を
も
た
ず
、
せ
い
ぜ
い
炭
坑
用
の

鋳
鉄
製
レ

l
ル
し
か
供
給
し
え
な
か
っ
た
。
残
り
の
三
企
業

(
F
ラ
マ

1

兄
弟
、
シ
ュ
ト
ヮ
ム
兄
弟
、
レ
ミ
イ
兄
弟
の
企
業
)
は
、
中
i
時
の
ド
イ
ツ
で
は

稀
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
。
ハ
ド
ル
炉
と
圧
延
場
を
も
っ
て
お
り
、
レ
ミ
イ

兄
弟
が
指
名
を
得
た
。
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
短
い
鉄
道
で
一
五

0
ト

ン
と
い
う
少
量
の
レ

i
ル
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
で
初
め
て
レ

l
ル
を
製

造
す
る
と
い
う
試
み
は
同
企
業
の
既
存
の
設
備
で
は
困
難
で
あ
る
こ
と

が
、
生
産
開
始
後
ま
も
な
く
判
明
し
た
。
蒸
気
機
関
車
供
給
も
最
初
関
税

同
盟
内
に
求
め
ら
れ
た
が
そ
の
製
造
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
当
時
世

界
最
大
の
機
関
車
工
場
で
あ
る
ス
テ
ィ

i
ヴ
ン
ス
ン
か
ら
入
手
し
た
。
そ

の
他
の
鉄
道
用
資
材
や
車
輔
の
み
は
旧
来
の
生
産
方
法
で
供
給
可
能
で
あ

っ
た
の
で
、
同
地
方
の
製
造
業
者
と
手
工
業
者
が
何
と
か
つ
く
る
こ
と
が

(
5〉

で
き
た
@

ド
イ
ツ
最
初
の
大
鉄
道
は
一
八
三
六
年
に
着
手
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
ツ
イ
ツ

ヒ
・
ド
レ
ス
デ
ン
線
で
あ
る
が
、
こ
の
建
設
に
際
し
て
も
事
情
は
か
わ
ら

な
か
っ
た
。
レ
ー
ル
の
供
給
を
公
募
し
た
が
、
会
社
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
ド
イ
ツ
の
企
業
で
引
き
受
け
る
も
の
が
な
く
、
河
鉄
道
は

(
6〉

イ
ギ
リ
ス
の
企
業
と
契
約
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
同
鉄
道
の
建
設
に
必

要
な
レ

i
ル
は
五
、
六
五

0
ト
ン
で
、
こ
の
量
は
関
税
同
盟
の
製
鉄
回
一
一
旦
の

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

大
半
を
占
め
る
プ
ロ
イ
セ
ン
で
三
六
年
に
石
炭
を
用
い
て
パ
ド
ル
炉
で
生

産
し
た
棒
鉄
の
四
三
銘
に
、
同
鉄
道
が
建
設
さ
れ
た
ザ
ク
セ
ン
の
木
炭
も

含
め
た
全
棒
鉄
生
産
(
も
ち
ろ
ん
そ
の
鉄
は
良
質
な
鉄
道
用
レ
ー
ル
に
向
け
る
こ

(
7
)
 

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
)
の
二
・
四
倍
に
あ
た
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
頃
、
ラ
イ
ブ
ツ
ィ
ッ
ヒ
・
ド
レ
ス
デ
ン
間
て
い
と
の
規
模
の
鉄
道

に
必
要
な
レ

l
ル
、
そ
の
他
の
鉄
道
資
材
、
銑
鉄
を
供
給
す
る
に
は
、
表

6
・
7
に
み
る
よ
う
な
生
産
設
備
が
必
嬰
で
あ
っ
た
が
、
当
時
関
税
同
盟

に
存
在
す
る
生
産
能
力
は
、
銑
鉄
生
産
で
は
オ
ー
バ
ー
・
シ
ュ
レ

i
ジ
ェ

ン
に
の
み
存
在
し
た
八
つ
の
小
さ
な
コ
ー
ク
ス
ザ
同
炉
を
合
計
し
て
も
年
産

表B ライブツィッヒ・ドレスデン鉄道用の

レーノレ生産に必要な生産設備
(1837年頃〕

パドル炉 18-20 
シュヴアイス炉 7-10 
鉄圧延場 1 

レ ール 圧延場 1 

鉄ハンマー 2-3 

蒸気機関 2 (140-180馬力〉
労 働者 400-450人
設 備 費 150-200千ターレル

Wagenblass， H.， a. a. 0.， S. 21 

表 7 ライブツィッヒ・ドレスデン鉄道府の

鉄(レール，その他の資材〉を生産する

のに必要な設備

必要な銑鉄量

大コークス高炉

送風月蒸気機関

設備費(千ターレル〕

Wagenblass， H.， a. a. 0.， S. 21， 22 

約 1万トン

2 

2 

205-208 

二
二
七



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

八、

0
0
0ト
ン
、
パ
ド
ル
炉
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
五
|
六

O
て
い
ど
し
か

(
8
)
 

な
く
、
機
関
車
工
場
は
ま
だ
な
い
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
@
し
た
が
っ

て
、
ド
イ
ツ
の
初
期
の
鉄
道
必
需
品
は
外
国
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
よ
り
輸

入
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
ゲ
ス
ト
が
一
八
三
九
年
に
コ
ー
ク
ス
高
炉

一
八
、
。
ハ
ド
ル
炉
五
八
を
も
ち
、
七
八
、

0
0
0ト
ン
の
コ
ー
ク
ス
銑
鉄

を
生
産
し
、
そ
れ
を
自
ら
棒
鉄
と
く
に
レ

l
ル
に
加
工
し
た
。
三
七
年
ド

イ
ツ
で
の
コ
ー
ク
ス
に
よ
る
銑
鉄
生
産
が
八
、
七
五

0
ト
ン
、
一
八
五

O

年
以
前
の
ピ

l
ク
で
あ
る
四
七
年
に
は
一
七
、
九
五

0
ト
ン
で
あ
る
こ
と

を
み
て
も
両
国
製
鉄
業
生
産
力
の
発
展
水
準
の
差
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
大
企
業
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
す
で
に
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
た

が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
こ
の
規
模
は
一
八
六

O
年
に
な
お
到
達
で
き
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
関
税
同
盟
へ
の
棒
鉄
輸
入
は
一
八
一
二
五
/

三
七
年
平
均
の
八
、
七
五

0
ト
ン
か
ら
三
八
/
四

O
年
平
均
の
一
九
、
二

五

0
ト
ン
へ
と
急
増
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
間
に
ド
イ
ツ
の
必
要
と
し
た

(

9

)

 

レ
l
ル
四
、
五
二
五
ト
ン
の
九
五
%
を
供
給
し
た
。

ハ
1
〉

当
ω向。ロ
t
E臣
、
出
J

白
担
・

0
・
∞
・
ロ
・

ハ
2
〉
開
『
自
己
-
P
印
∞
・
な
お
本
書
あ
る
い
は
他
の
書
物
、
資
料
に
で
て
く
る
重

量
単
位
ツ
ェ
ン
ト
ナ
1
は
、
以
下
で
は
全
て
一
ツ
ェ
ン
ト
ナ
I
五
0
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
換
算
し
て
ト
ン
で
あ
ら
わ
し
た
。

ハ3
〉
印
。
コ
出
向
・
宮
J

の
g
n
E
n
y
H
O
仏
耳
目
UHO
ロE
U
H
H
品。ロ
Z
の印

MO
回
開
2
0
口N
D
口。

4
0
口同∞
H

∞
t
E
N
C
円
。
。
向
。
ロ
唱
釦
円
件
"

H

∞∞
N
-

∞-
N
吋一Y
N
U
十

ハ4
)

司『担問。口宮白
ω
♂
国
J

白
血
。
J

印
・
己
l
H
P

二
二
八

(
5
〉
開
『
O

ロ品
p
m
-
H叶
M
C
-

(

6

)

開『命ロ品
P
印-
N
0
・

ハ
7
〉
冨
白
円
。
F
E
H
P

国
J

印山町三
R
丘町江戸
ω己
昨

ι買
且
o
z
z
n
F
O
口
開
5
0
ロ一口弘
Z
l

ω門
岡
田
町

0

・
H

由ω由・印・

ω
ア申告・

(

8

)

巧
担
問
。
ロ
『
冨
宮
崎
国
J

白
・
?
?
"
∞
-

M
戸内・

(
9
〉
開
F
O
口弘
P
印

M
品

l
N
由・

E 

機
械
工
業

鉄
道
に
必
要
な
機
関
車
、
事
柄
を
供
給
す
る
産
業
部
門
は
機
械
工
業
で

あ
る
。一

八
・
九
世
紀
の
交
に
、
鉱
山
・
製
鉄
業
用
機
械
(
揚
水
機
、
捲
上
機
、
送

風
機
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
蒸
気
機
関
〉
、
繊
維
工
業
な
ど
の
動
力
に
用
い
ら
れ

る
蒸
気
機
関
、
繊
維
機
械
の
製
造
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
開
始
さ
れ
、
①

紡
績
業
者
や
錠
前
工
、
指
物
工
、
鍛
冶
工
、
車
大
工
な
ど
の
手
工
業
者
、

②
絶
対
王
制
政
府
の
富
国
強
兵
を
目
的
と
し
た
殖
産
興
業
政
策
に
支
え
ら

れ
た
王
立
特
権
企
業
が
そ
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
ザ
ク
セ
ン
、
ラ
イ

ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

i
レ
ン
、
シ
ュ
レ

I
ジ
ェ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
の
鉱

(
l
)
 

工
業
地
帯
に
機
械
製
造
企
業
が
集
中
し
て
生
成
し
た
。
シ
ュ
レ

l
タ
ー

は
、
一
七
九

O
年

一

八

二

O
年
を
手
工
業
が
主
で
は
あ
る
が
す
で
に
マ

ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ャ

l
も
存
在
し
て
い
た
機
械
工
業
の
萌
芽
期
、
一
八
二

O

年
1

三
五
年
を
手
工
業
も
し
く
は
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

l
の
形
態
で
自
立

(

2

)

 

的
な
経
営
が
成
立
し
た
機
械
工
業
成
立
の
開
始
期
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。

し
か
し
イ
ギ
リ
ス
と
異
な
っ
て
ド
イ
ツ
機
械
工
業
は
鉄
道
建
設
開
始
期



に
機
関
車
、
車
輔
を
供
給
で
き
る
体
制
に
は
な
か
っ
た
。
一
八
四

O
年
ま

で
は
必
要
な
機
関
車
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。
四

O
年
末
ま
で
に
ド
イ
ツ
に
存
在
し
た
機
関
車
七
五
台
中
七
三
台
が

(
3〉

外
国
製
(
そ
の
多
く
は
イ
ギ
リ
ス
製
〉
で
あ
っ
た
。
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
の
ハ
ウ
ボ

ル
ト
や
グ

l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
な
ど
の
機
械
製
造
企
業
が
三

O
年
後

半
に
い
ち
早
く
機
関
車
製
造
を
試
み
た
が
、
い
ず
れ
も
実
用
的
な
も
の
は

供
給
し
え
な
か
っ
た
。
既
存
の
機
械
製
造
企
業
の
生
産
設
備
で
は
機
関
車

製
造
に
は
量
的
に
も
質
的
に
も
不
十
分
で
あ
り
、
熟
練
労
働
力
が
全
く
不

(

4

)

 

足
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
状
態
を
も
た
、
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
車
輔
は
当
初
か
ら
あ
る
て
い
ど
ま
で
園
内
で
生
産
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
。
当
時
の
車
輔
は
車
輪
の
上
に
馬
車
が
あ
る
と
い
っ
た
簡
単

な
構
造
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鉄
道
が
何
台
か
の
車
輔
を

見
本
と
し
て
外
国
か
ら
入
手
し
、
後
に
そ
れ
ら
を
ま
ね
て
自
ら
製
造
す
る

か
国
内
の
企
業
に
注
文
す
る
か
し
て
い
た
。
一
方
、
よ
り
良
質
な
鉄
(
後

に
は
鏑
)
を
必
要
と
す
る
車
輔
の
部
品
|
|
車
軸
、
車
軸
受
け
、
車
輪
、

(

5

)

 

ス
ポ

l
ク
ー
ー
な
ど
は
多
く
を
イ
ギ
リ
ス
に
依
存
し
て
い
た
。
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①
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ニ
ユ
ル
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ベ
ル

F
・
ア
ユ
ル
ト
鉄
道
の
い
く
つ
か
の

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

手
工
業
者
に
分
業
で
製
造
を
依
頼
す
る
方
式
は
失
敗
し
た
が
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ツ

ヒ
・
ド
レ
ス
デ
ン
鉄
道
は
車
輔
を
マ
ニ
ュ

7
7
F
チ
ャ

l
段
階
の
付
属
工
場
で

製
造
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ち
得
た
部
品
の
組
立
が
主
で
あ
り
、

木
製
部
分
の
み
を
自
ら
製
造
す
る
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
工
場
は

こ
の
よ
う
な
や
り
か
た
で
四
O

五
O
人
の
労
働
者
に
よ
り
、
一
二
七
l
三
九
年

に
客
車
一
一
六
台
、
貨
車
五
五
台
を
製
造
し
た
。
開

F
E
E
-
∞・

8
?

一
八
四

0
年
代
以
後
の
銑
鉄
生
産
の
発
展

鉄
道
建
設
開
始
以
前
と
以
後
の
製
鉄
業
の
発
展
の
対
照
的
な
様
相
は
、

表

8
で
明
ら
か
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
製
鉄
業
地
帯
で
あ
る
ラ
イ

ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

I
レ
ン
と
シ
ュ
レ

l
ジ
ェ
ン
の
銑
鉄
生
産
は
一
八
一
ニ

表 8 ライン・ヴェストファーレン，

内 シュレージェンの鉄生産の発展

|銑鉄| 鉄

1823-25 37.8 25.4 

1826-30 43.7(116) 31.5(124) 

1831← 35 58.1(123) 38.1(121) 

1836-40 78.3(135) 57.6(151) 

1841-45 82.2(105) 83.9(145) 

1846-50 105.4(128) 119.9(144) 
1851-55 187.4(178) 185.8(155) 

1856-60 356.9(190) 261.2(141) 

棒年平均

Marchand， H.， Sakularstatistik der 

deutschen Eisenindustrie， 1939. 

S. 69-73， 80-83. 
〈注) ( )はそれ以前の期間の平均を 100と

したもの。

ニ
ニ
九



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

1840 191 2.0 26.0 215 8.0 88.8 13.8 13.8 

1841-45 185 2.8 66.8 249 8.8 74.3 16.3 11. 3 
(3)(118) 

1846-50 220 1.2 83.6 303 10.2 72.6 16.0 13.8 
(119) (43) (125) (122) (116) く122)

1851← 55 322 4.2 114.8 433 13.7 74.4 14.8 21. 8 
(145) (350) (137) (143) (134) (158) 

1856-60 505 6.4 184.0 683 20.4 73.9 19.4 26.0 
(157) (152) (160) (158) (149) (119) 

1861-65 799 11. 0 146.0 934 26.4 85.5 20.9 38.2 
(158) (172) (79) (137) (129) (147) 

1866-70 I，〈240 72.4 161. 8 l，( 336 35.4 92.8 20.4 60.8 
155) (658) (111) 143) (134) (159) 

1871-75 I，( 946 195.8 604.8 2，( 355 57.0 82.6 24.9 78.2 
157) (270) (374) 176) (161) (129) 

1876-80 2，( 177 362.6 461. 8 2，276 51. 6 95.7 18.3 119.0 
112) (185) (76) (97) (91) (152) 

表9 ド千ツ関税同盟・ドイツ帝国における銑鉄生産の発展

年平均 lrJ(117JZ訓官官(2)1間 11~暢

Spree， R.， Die Wachustumzyklen der deutschen Wirtschaft von 1840 bis 1880， 1977， 

S. 473-476より作製。

(i) (1)生産+輪入ー輸出 (2)生産÷消費として計算 (3)1836-40年平均にたいするもの.

くii) く 〕は5年閣の伸び率，前5年を100として計算。

(iii) 帝国成立以前はドイツ関税同援地域。

二
三

O

0
年
代
後
半
に
増
加
率
が
上
昇
し
て
い
る
が
と
く
に
五

0
年
代
の
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
棒
鉄
生
産
は
鉄

道
建
設
開
始
後
に
そ
れ
以
前
と
は
っ
き
り
異
な
っ
た
増

加
率
を
示
し
て
い
る
。
以
下
で
そ
れ
を
生
産
工
程
ご
と

に
考
察
し
て
み
よ
う
。

一
八
四

O
年
以
降
の
銑
鉄
生
産
の
発
展
は
表
9
で
概

観
で
き
る
。
銑
鉄
生
産
は
三
五
年
以
後
わ
ず
か
な
が
ら

上
昇
を
続
け
る
が
、
四

0
年
代
の
ピ

l
ク
で
あ
る
四
七

年
の
生
産
高
は
三
七
年
の
三
七
%
増
と
そ
の
伸
び
は
小

さ
い
も
の
で
あ
る
@
そ
れ
に
た
い
し
五

0
年
代
、
六

0

年
代
の
ど

l
ク
年
を
と
っ
て
み
る
と
、
五
七
年
の
生
産

高
は
四
七
年
の
二
・
二
六
倍
、
六
九
年
の
生
産
高
は
五

七
年
の
二
・
六
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
銑
鉄
生
産
の
飛

躍
的
な
発
展
は
五

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
み
ら
れ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
表
9
の
五
年
ご
と
の
生
産
増
加
率
も

そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
鉄
道
建
設

に
よ
り
銑
鉄
需
要
は
よ
り
早
く
よ
り
急
激
に
増
大
し

た
。
銑
鉄
消
費
は
四
四
年
関
税
改
革
の
影
響
で
四
四
、

四
五
年
に
、
恐
慌
の
影
響
で
四
八
、
四
九
年
と
五
八
、

五
九
年
に
減
少
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
七
三
年
ま
で
一

貫
し
て
毎
年
増
大
し
て
い
る
。
増
加
率
は
四

O
l
四
七

年
に
一
・
六
四
倍
(
同
期
間
の
生
産
の
増
加
は
一
・
二
五
倍
〉
、

君
主
主
・
一
倍
ハ
ニ
・
二
六
号
、
五
七
|
七



三
年
一
二
・
六
八
倍
(
四
・
一
六
倍
)
と
推
移
し
て
い
る
。
四
七
年
以
後
は
消

費
の
伸
び
も
大
き
か
っ
た
が
生
産
の
伸
び
が
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
次
に
自
給
率
を
み
る
と
四

O
、
五

0
年
代
は
七
一
一
一
、
四
%

前
後
で
あ
り
、
六

0
年
代
前
半
に
八
六
鋭
、
後
半
に
九
三
Mm
と
上
昇
す

る
。
全
般
的
に
み
て
、
鉄
道
建
殻
の
影
響
の
み
ら
れ
た
三

0
年
代
末
頃
か

ら
銑
鉄
消
費
が
増
加
し
、
四

0
年
代
は
そ
れ
に
国
内
の
生
産
が
対
応
し
き

れ
ず
輸
入
で
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
状
態
が
続
き
、
五

0
年
代
に
は
圏
内
生
産
の

飛
躍
的
増
加
で
需
要
増
に
対
応
し
つ
つ
、
六

0
年
代
に
は
自
給
率
の
大
幅

な
上
昇
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ひ
き
つ
づ
く
需
要
増
を
上
回
る
圏
内
生
産

の
増
加
を
達
成
し
た
。
か
く
し
て
、
鉄
道
の
影
響
は
ド
イ
ツ
の
銑
鉄
生
産

に
は
と
く
に
五

O
、
六

0
年
代
に
あ
ら
わ
れ
た
と
推
測
し
う
る
。

産
業
革
命
に
お
け
る
銑
鉄
生
産
の
技
術
革
新
は
、
木
炭
高
炉
か
ら
コ
ー

ク
ス
高
炉
へ
の
移
行
、
そ
れ
に
伴
な
う
高
炉
の
大
型
化
で
あ
る
。
鉄
道
に

利
用
で
き
る
鉄
は
ほ
と
ん
ど
が
良
質
、
均
質
、
堅
牢
な
コ
ー
ク
ス
銑
鉄
で

あ
っ
た
の
で
、
コ
ー
ク
ス
銑
鉄
へ
の
移
行
は
鉄
道
建
設
の
推
進
の
た
め
に

不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。
さ
て
褒
刊
、
日
に
み
る
よ
う
に
、
一
八
五

O
年

以
前
の
ド
イ
ツ
あ
る
い
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
、
コ
ー
ク
ス
銑
鉄
生
産

は
ご
く
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
り
、
銑
鉄
総
生
産
に
占
め
る
比
が
五
Mm
に
満

た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
@
そ
の
結
果
四
八

l
五
O
年
の
コ
ー
ク
ス
銑
鉄
生

産
量
は
同
じ
期
間
に
関
税
同
盟
内
で
建
設
さ
れ
た
鉄
道
の
た
め
の
レ

l
ル

が
必
要
と
す
る
銑
鉄
の
五
二
Mm
に
し
か
達
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
実

際
、
ド
イ
ツ
製
鉄
業
は
ド
イ
ツ
の
鉄
道
の
必
要
と
す
る
銑
鉄
を

B
0年
代

初
め
に
二
五
%
、
四

0
年
代
末
に
コ
三
一
%
供
給
し
え
た
の
み
で
残
り
は
イ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

つ
一
年
一

J

J
一

A
U

一
qδ

kl-

一w
h
d

一
の
ふ

仔
一
年
川

産
一
位
一
日

出「年ー

銑
一
郎
一

ス一

U

一

ク一
i
l
i
-
-一
l

コ
一
一

の
一
一

ン一セ
J
什。ロフ表10

8.5 プロイセン

17.5 15.6 8.5 うちシュレージェン

6.2 ライン・ヴェストファーレン

Wagenbla閣， H.， a. a. 0.， S. 51 

表11 関税向盟にあるコークス高炉

一一一一一 竺竺J
フロイセン I ~ 

ライン山トフーレン[

計 |
Wagenblass， H.， a. a. 0.， S. 52 

4.1 

50年

29 

24 8 うちシュレージェン

5 

3.5% 銑鉄生産に占める割合

その他の領邦

(

1

)

 

ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
は
鉄
道

建
設
が
コ
ー
ク
ス
銑
鉄
生
産
の
発
展
に
強
く
影
響
し
た
と
は
ま
ど
い
え
な

五
C
年
代
に
入
る
と
コ
ー
ク
ス
高
炉
生
産
へ
の
移
行
は
急
速
に
進
展
し

(

2

)

 

た
。
と
く
に
五

0
年
代
に
ド
イ
ツ
で
最
も
重
婆
な
製
鉄
業
地
帯
と
な
っ
た

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

i
レ
ン
に
お
い
て
、
こ
の
過
程
が
き
わ
め
て
ド

一ー
デ

ー



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

ライン・ヴェストアァーレンにおける
コークス高炉への移行

銑合鉄生産計 燃料による割合(%)
年

コークス 17Y長|木〈千トン〉 炭

1848 71. 7 3.6 2.2 94.2 

1850 74.5 5.2 10.4 84.3 

1851 78.9 14.7 4.8 80.5 

1852 94.5 34.4 7.2 58.4 

1853 129.0 35.6 9.3 55.1 

1854 167.9 6.5 50.4 43.1 

1855 209.1 54.3 7.6 40.2 

1856 258.7 61. 0 8.4 30.6 

1857 285.4 65.5 12.7 21. 8 

1860 289.5 74.0 6.7 19.3 

1863 480.3 81. 8 11. 7 6.5 

1866 612.6 85.4 9.7 4.9 

1870 766.8 92.8 4.8 2.3 

表12ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
進
ん
だ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
(
表
ロ
参
照

V

ま
た
シ
ュ

レ
l
ジ
ェ
ン
が
こ
の
過
程
で
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
に
か
な
り

(
3
)
 

お
く
れ
を
と
っ
た
た
に
め
に
そ
の
展
開
の
度
合
が
や
や
弱
い
と
は
い
え
、

プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
コ
ー
ク
ス
高
炉
へ
の
移
行
も
五

0
年
代
に
急
速
に

進
ん
だ
(
表
日
参
照
〉
。
か
く
し
て
ド
イ
ツ
銑
鉄
生
産
に
お
け
る
コ
ー
ク
ス

高
炉
へ
の
移
行
は
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
プ

ロ
イ
セ
ン
で
は
五

0
年
代
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
い
え
る
。
コ
ー
ク
ス
高
炉

百li2ニiFzhidLiiみ[斗?!?

Marchand，日.， a. a. 0.， S. 71. 

1851 

1855 

1858 

1860 

一一一一一一

へ
の
移
行
の
過
程
は
、
同
時
に
高

炉
の
大
型
化
(
プ
ロ
イ
セ
ン
で
五
0

年
代
に
、
そ
の
他
の
高
炉
の
生
産
は
一

炉
あ
た
り
一
-
一
倍
に
増
加
し
た
だ
け

な
の
に
コ
l
p
ス
高
炉
の
そ
れ
は
二
・

四
倍
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
六

O
年
に
コ
ー
ク
ス
高
炉
一
義
は
そ
の

他
の
高
炉
一
基
の
四
倍
強
の
生
産
を

し
て
い
る
)
、
生
産
性
の
上
昇
ハ
労
働

者
一
人
あ
た
り
生
産
量
が
五
一

l
五

八
年
に
一
・
五
倍
に
増
大
。
た
だ
し
コ

ー
ク
ス
高
炉
と
そ
の
他
の
高
炉
の
区

別
は
残
念
な
が
ら
で
き
な
い
。
当
然
前

者
の
も
つ
意
義
、
が
大
き
い
)
を
も
た

ら
し
た
(
表
日
参
照
〉
。
ラ
イ
ン
・

ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
ン
で
は
高
炉

一
基
あ
た
り
生
産
量
は
五
一
年
六

0
0ト
ン
、
五
八
年
二
、

0
0五

ト
ン
、
七

C
年
五
、
二
四
六
ト
ン

(
4
)
 

と
よ
り
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
ド
イ
ツ
全
体
の
労
働
者
一

人
当
り
生
産
高
は
プ
ロ
イ
セ
ン
よ

り
や
や
お
く
れ
る
が
五

0
年
代
前

半
に
続
い
て
六

0
年
代
に
大
き
く
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張時
拡。立

ら用設

治利
業に高

企産最

延生で

庄ルツ

く一イ

ベレド

すの産

立業生

白企均

り自乎

よ分炉。

鉄部lル

銑大のレ

国は年一

外鉄日夕53
年

に
ド

イ
ツ

最
高

の
圧

延
能

力
を

も
っ

ミ
ッ

ヒ
ェ

ル
商

会
が

株
式

会
社

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

に
改

組
し

て
銑

鉄
生

産
に

進
出

。
資

本
53年

3
百
万
，

56
年

6
百
万
タ
ー
レ
ル
。

56
年

年
産

能
力

65
千
ト
ン
。

ベ
ル
ゲ
ブ
ロ
ッ
ク
の
工
場
は
伶
企
業
を
合
併
し
て
入
手
。

銑
鉄

は
ほ

と
ん

ど
自

己
の

圧
延

企
業

の
レ

ー
ル

生
産

用
に

。

(
リ
ッ
ペ
ン
〉

310 

326 

態産
状生

L欽
な銑。

え代業

を年企

る印貫

ざと一

せあう

存のな

依敗行

に失も

鉄の掘

銑代採
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外的山石

カ'

業く石
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延す鉄
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260 

既
存

の
高

炉
企

業
が

自
己

の
圧

延
工

場
に

レ
ー

ル
用

銑
鉄

を
供

給
す
る
た
め
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
新
設
を
推
進
。

61
年
22.6

千
ト
ン
を
生
産
。

97 
I

 55
年
よ
り
銑
鉄
生
産
開
始
。

59
年

圧
延

企
業

開
始

。
自

己
の

銑
i
鉄
を
レ
ー
ル
に
加
工
。

137 
I

 

I
 53
年

ベ
ル

ギ
ー

鉄
輸

入
関

税
優

遇
措

置
が

廃
止

さ
れ

た
こ

と
に

|
 よ

り
同
地
方
の
大
圧
存
会
重
量
群
，
ミ
ッ
ヒ
ェ
ル
，

384 
I
ー

テ
ヱ

ル
テ

Pな
ど
に
銑
鉄
供
給
を
目
的
と
し
て
設
立
き
れ
る
。

111
1]
111 
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(9) 
ザ

ー
ル

ブ
リ

ュ
ッ

ケ
ン

製
鉄

会
社

(
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
)

(10) 
玉

立
ケ

ー
ニ

ッ
ヒ

製
鉄

所

。
l)

ラ
ウ

ラ
製

鉄
所

同
フ

リ
ー

デ
ン

製
鉄

所

(
ザ
ク
セ
ン
〕

凶
王

立
マ

リ
エ
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製

鉄
所

備
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176 
I
 44年

に
す

で
に

2
コ

ー
ク

ス
高

炉
を

所
有

し
て

い
た

が
，

自
己

|
の

圧
延

企
業

に
大

量
の

鉄
を

供
給

す
べ

く
53

年
か

ら
高

炉
増

|
設
。

l
-
…

ー
ス

ー
有

一
己

の
圧
延
企
業
へ
鉄
を
供
給
す
ぺ
く
高
炉
増
設
。

|
摘

は
り

ザ
吋

炭
と

ノ
レ

ク
セ

ン
ー

鉄
日

結
合

し
て

利
用

が
可

能
な

地
点

に
設

立
さ

れ
る

。
ベ

ル
ギ

ー
の

企
業
。
圧
延
企
業
を
併
設
。

影東ン

のにト

道く千

鉄とお

を。画

炉張計

高拡産

ス・年

ク設年

一増田

コに
た的め。

い格たず

で本のせ

して産た

量め生は

設じルめ

来は一た

以にレの

め代の基

初年用5

紀印道動

世で鉄稼

四響部は

(57
年〕194 

44
年

シ
ュ

レ
ー

ジ
ェ

ン
な

ら
び

に
ド

イ
ツ

で
最

大
の

コ
ー

ク
ス

銑
鉄
生
産
を
行
な
う
。

日
間

55年
ミ
…
株
式
会
一
三
二
二

I
 49 

I
 2

 
I
 

!
 56 

t
 

Wagenblass
，

 H.
，

 a. 
a. 

0.
，

 S目
49~50

，
120~ 133

よ
り
作
製
。

1.
7

 

5.3 



増
大
し
て
い
る
(
表
9
参
照
)
。
ド
イ
ツ
全

体
に
つ
い
て
も
コ
ー
ク
ス
高
炉
へ
の
移
行

は
お
そ
く
と
も
六

0
年
代
に
ほ
ぼ
完
了
し

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
銑
鉄
生
産
の
発
展
は
何

よ
り
も
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
新
設
・
増
強
を

軸
と
し
た
企
業
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
検
討

で
鉄
道
建
設
が
こ
の
時
期
の
銑
鉄
生
産
の

発
展
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推

測
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
点
を
主
に
鉄
道

用
銑
鉄
生
産
に
従
事
す
る
企
業
の
生
産
設

備
の
新
設
・
増
強
な
ら
び
に
企
業
規
模
と

生
産
拡
張
に
つ
い
て
の
ヴ
ァ

l
ゲ
ン
プ
ラ

ス
の
詳
細
な
研
究
成
果
を
一
覧
表
に
し
た

表
日
に
基
づ
い
て
検
討
し
よ
う
。

こ
の
一
覧
表
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
全
般

的
な
様
相
の
中
で
特
に
注
意
す
べ
き
点
を

指
摘
し
よ
う
。

①
全
般
的
に
、
大
型
コ
ー
ク
ス
高
炉
の

新
設
・
増
強
、
生
産
力
の
急
速
な
増
大
が

鉄
道
か
ら
の
需
要
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
受
け
て
急
速
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
み

1850年代ライン・ヴェストファーレンに設立された高炉企業

の1850年代における最盛時の状況

一昨明|労吋日〉(所在地〕

@フェニックス (ベルゲ・ボルベック)(50/51) 4 3 約300 20.9 

0アイントラハト (ホッホダール〉 (51) 3 3 ? 15.4 

0フリードリッヒヴ 2 2 103 7.6 
ィルヘルム 〈ミュールハイム〉 (51/52) 

" (シーグブルク〉 (52) 2 2 ? 6.2 

@へルデ連合 5 4 323 28.5 

@フェニックス (ラール〕 (53) 4 3-4 320 18.6 

@ " (クッパードレー〉 (53) 3 2 300 10.1 

Oニーダーライン (53) 2 2 161 9.6 

@へンリッヒ (53) 4 2-3 260 19.2 

@グーテホフヌンク(リッペルン〉 (53) 4 3 326 25.1 

。コンコルディア(エッシュヴァイラー)(53) 3 3 323 20.3 

@ハスリングノ、ウザー (54) 2 2 173 15.4 

ファルカン (55/56) 4 2 94 20.2 

ポルタウエストファリカ (1まぼ56) 2 1 160 1.5 

トイトニア ( " 56) 1 1 145 0.8 

アペルベッカー ( " 56) 2 1 60 4.9 

ヨハニス(デュイスブノレク〕 ( " 57) 2 2 190 7.2 

ノイサー (58/59) 1 1 ? 2.3 

てず リ ア 〈プルーデンス〉 (59) 1 ? ? 守

名

表15

業jん
4ι 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

二
三
五

⑤レーノレ生産を行なう自己の圧延企業のために銑鉄を生産するもの。

O主に鉄道用品のために銑鉄を供給するもの。

Wagenblass， H.， a. a. 0.， S. 126， 127. 



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

て
と
れ
る
。

②
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
ン
の
製
鉄
企
業
の
う
ち
、
こ
こ
に
あ

げ
ら
れ
た

6
企
業
は
い
ず
れ
も
銑
鉄
生
産
と
レ

l
ル
等
の
圧
延
過
程
と
を

あ
わ
せ
も
っ
た
「
一
貫
企
業
」
で
あ
り
、
し
か
も
一
八
五
五

l
六
O
年

に
、
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

1
レ
ン
の
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
八
二

Mmを
所

有
し
、
同
地
方
の
コ
ー
ク
ス
銑
鉄
生
産
の
六
六

l
八
一
労
を
占
め
て
い
る

(
表
民
参
照
Y
プ
ロ
イ
セ
ン
だ
け
で
な
く
ド
イ
ツ
全
体
に
お
い
て
も
製
鉄

業
が
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
に
高
い
比
重
で
集
中
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
鉄
道
が
銑
鉄
生
産
過
程
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
確

(

5

)

 

認
で
き
る
。

②
一
八
六
一
年
に
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
、
九
一
八
人
の
労
働
者
が
四
六

四
高
炉
で
五
九
一
・
六
千
ト
ン
の
銑
鉄
ハ
木
炭
銑
鉄
も
含
む
〉
を
生
産
し

た
。
一
一
炉
当
り
一
、
二
七
五
ト
ン
、
一
人
当
り
二
九
・
七
ト
ン
の
生
産
で

あ
る
@
こ
れ
に
た
い
し
て
例
え
ば
ヘ
ル
デ
述
人
口
は
五
九
年
に
一
一
炉
あ
た
り

七
、
一

0
0ト
ン
、
一
人
当
り
八
九
ト
ン
の
コ
ー
ク
ス
銑
鉄
を
生
産
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
平
均
の
五
・
六
倍
、
一
二
倍
と
い
う
き
わ
め
て
大
き
な
も
の

で
あ
る
。
グ

l
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
と
新
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
鉱
山
・
製

鉄
所
も
同
じ
よ
う
な
大
き
な
規
模
と
生
産
性
を
も
ち
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、

へ
ン
リ
ッ
ヒ
製
鉄
所
も
そ
れ
に
近
い
。
以
上
の
ラ
イ
ン
・
ヴ
斗
ス
ト
フ
ア

l
レ
シ
の
製
鉄
所
に
た
い
し
、
シ
ュ
レ

l
ジ
ェ
ン
の
各
製
鉄
所
が
ず
っ
と

低
い
生
産
性
し
か
も
っ
て
い
な
い
こ
と
も
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
点
は
、

王
立
ケ

l
ニ
ッ
ヒ
製
鉄
所
、
ラ
ウ
ラ
製
鉄
所
な
ど
が
ド
イ
ツ
で
最
も
早
く

〈

6
〉

コ
ー
ク
ス
高
炉
を
設
量
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
興
味
深
い
。

一一一二六

①
一
八
三

0
年
代
半
ば
に
ラ
イ
ブ
ツ
ィ
ッ
ヒ
・
ド
レ
ス
デ
ン
鉄
道
(
一

二
ハ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
ド
イ
ツ
で
最
初
の
本
格
的
な
鉄
道
)
に
必
要
な
銑
鉄

を
つ
く
る
の
に
必
要
な
設
備
は
、
コ
ー
ク
ス
高
炉
二
、
蒸
気
機
関
ニ
で
あ

る
と
い
う
〈
表
7
参
照
〉
。
こ
こ
に
あ
げ
た
企
業
は
ほ
ぼ
全
て
が
単
独
で
そ

の
能
力
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ラ
イ
ブ
ツ
ィ
ッ
ヒ
・
ド
レ
ス

デ
ン
鉄
道
建
設
時
の
状
況
を
考
え
る
と
、
二

O
年
ほ
ど
後
に
か
か
る
大
企

業
が
多
数
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ

、寸ノ。
④
ヘ
ル
デ
連
合
の
前
身
で
あ
る
ピ

i
ペ
ン
シ
ュ
ト
ヮ
ッ
ク
は
も
と
も
と

小
鉄
加
工
業
者
で
あ
り
、
早
く
か
ら
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ブ
ァ

l
レ
ン
で
小

生
産
者
的
発
展
を
進
め
つ
つ
あ
る
鉄
加
工
業
を
蓄
積
基
盤
と
し
て
お
り
、

最
初
の
パ
ド
ル
法
導
入
も
針
金
製
造
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
販
売
の
拡
張
の
た
め
に
は
「
営
業
の
自
由
」
の
支
配
的
な
地
域

で
生
産
拡
術
の
革
新
を
第
一
に
追
求
す
る
「
技
術
者
的
生
産
者
類
型
」
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
点
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
商
会
を
形
成
し
た
人
々
も
同
じ

(
7〉

発
展
形
態
を
辿
っ
て
い
る
点
、
グ

i
一
ア
ホ
フ
ヌ
ン
ク
製
鉄
所
の
初
期
の
活

動
の
重
点
は
シ
ュ
テ
ル
ク
ラ

i
デ
の
作
業
場
に
お
か
れ
、
一
九
世
紀
初
頭

か
ら
多
様
な
鋳
物
・
鉄
製
品
・
機
械
な
ど
を
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l

レ
ン
の
小
鉄
加
工
業
者
あ
る
い
は
繊
維
工
業
・
鉱
山
業
な
ど
の
つ
く
り
だ

〔

8
)

す
地
域
的
市
場
に
販
売
し
て
い
た
点
、
が
我
が
国
に
お
け
る
研
究
史
で
強

(

9

)

 

調
さ
れ
て
い
る
。
例
外
的
な
貴
族
の
経
営
で
あ
る
へ
ン
リ
ッ
ヒ
製
鉄
所
を

除
い
て
、
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
の
各
企
業
が
鉄
道
と
結
合
し

て
大
き
く
発
展
す
る
以
前
に
、
地
域
内
で
の
社
会
的
分
業
の
展
開
、
地
域



市
場
に
基
盤
を
お
き
、
自
ら
も
生
産
者
と
し
て
た
え
ず
技
術
革
新
を
志
向

す
る
経
営
活
動
の
中
で
、
後
の
発
展
の
礎
を
築
い
て
い
た
こ
と
に
注
意
し

て
お
き
た
い
。

一
方
シ
ュ
レ

l
ジ
ェ
ン
で
は
王
立
製
鉄
所
を
代
表
す
る
ケ

l
ニ
ッ
ヒ
製

マ
グ
ナ

I
テ一ゾ

鉄
所
、
大
貴
族
経
営
を
代
表
す
る
ラ
ウ
ラ
製
鉄
所
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対

王
制
の
軍
事
力
強
化
と
結
合
し
た
殖
産
興
業
政
策
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
で

最
も
畢
く
こ
の
分
野
の
新
技
術
を
と
り
入
れ
な
が
ら
、
賦
役
な
ど
の
特
殊

な
労
働
力
を
利
用
し
え
、
絶
対
王
制
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
特
権
的
市
場

支
配
を
行
な
い
う
る
こ
と
か
ら
技
術
革
新
へ
の
志
向
が
弱
く
、
山
林
所
有

(
羽
)

の
利
害
に
規
定
さ
れ
て
コ
ー
ク
ス
高
炉
へ
の
移
行
が
お
く
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
、
対
照
的
な
二
つ
の
発
展
方
向
に
鉄
道
の
影
響
が
ど
の
よ
う
な
意
味

を
も
っ
た
か
は
、
ヴ
ァ

l
ゲ
ン
プ
ラ
ス
に
な
い
視
点
で
あ
り
、
今
後
わ
た

く
し
に
と
っ
て
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

(
1〉

4
司
白
窓
口

t
E
F
同

-
-
P
曲

。

」

m-
四
日
戸

(

2

)

五
0
年
代
の
発
展
が
何
故
可
能
で
あ
っ
た
か
は
多
面
的
な
考
察
が
必
要
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

①
一
人
四
四
年
に
銑
鉄
関
税
(
ト
ン
当
り
二

0
マ
ル
ク
)
が
新
設
さ
れ
、
四

一
年
の
ケ
ル

y
で
イ
ギ
ワ
ス
炭
が
運
賃
を
含
め
て
ツ
ェ
ン
ト
ナ
!
当
り
三
・
七

マ
ル

F
、
シ
ュ
レ
l
ジ
ェ
ン
、
ラ
イ
ン
・
ヴ
エ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
ン
の
ヨ

l
p
ス

欽
が
四
マ
ル
ク
、
最
も
生
産
性
の
高
い
ナ
ツ
ソ
ウ
の
木
炭
鉄
が
六
マ
ル

P
、
パ

l
デ
ン
の
木
炭
鉄
が
七
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
が
、
関
税
(
ツ
ェ
ン
ト
ナ
l
当
り
一

マ
ル

F
)
で
イ
ギ
リ
ス
鉄
が
ド
イ
ツ
の
コ

l
F
ス
鉄
よ
り
割
高
に
な
る
と
い
う

保
護
効
果
・
を
も
っ
た
こ
と
、
木
炭
鉄
は
イ
ギ
リ
ス
鉄
よ
り
な
お
高
い
の
で
コ

1

ド
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け
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道
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設
と
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ヱ
業
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F
ス
鉄
に
よ
る
安
価
な
生
産
が
必
然
化
さ
れ
た
と
い
う
事
情
(
た
だ
し
こ
の
際

ベ
ル
ギ
ー
鉄
の
関
税
率
を
1
/
2
に
す
る
と
い
う
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で

そ
れ
が
廃
止
さ
れ
る
五
四
年
頃
ま
で
こ
の
効
果
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よ
り
弱
め
ら
れ
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あ
ら
わ
れ

る
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司
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七
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と
く
に
こ

の
期
間
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
は
鉱
山
・
精
練
業
に
多
く
(
社
数
の
六
四
%
、

資
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一

M
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大
規
模
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よ
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ラ
イ
ン
・
ヴ
エ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
ツ
製
鉄
業
と
オ
ー
バ
ー
シ
ユ
レ

l
ジ
ェ
ン

製
鉄
業
が
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
構
造
を
規
定
す
る
諸
問
題
、
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス

ト
7
7
l
レ
ン
製
鉄
業
が
五

0
年
代
に
優
位
に
立
っ
た
こ
と
の
も
つ
意
義
に
つ

い
て
は
、
大
野
英
こ
『
ド
イ
ツ
資
本
主
義
論
』
一
九
六
五
年
、
第
一

t
一
ニ
章
を

参
照
。

(
4
〉
冨
ω円nF卵
白
血
.
国

J
m
-
担・

0
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m
・
8

(
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表
の
う
ち
企
業
川

t
mは
、
石
炭
採
堀
も
あ
わ
せ
も
つ
「
混
合
企
業
」
で

あ
り
、
六
一
年
ル
!
ル
地
帯
の
銑
鉄
生
産
高
の
八
三
形
、
棒
鉄
生
産
高
の
六
二

%
を
占
め
て
い
る
。
大
野
英
二
、
前
掲
書
、
二
ご
ニ
貰
。

ハ
6
)

大
野
英
二
、
前
掲
書
、
第
二
、
三
章
。

ニ
三
七
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史
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大
野
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首
掲
妻
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一
二
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下
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拙
稿
①
二
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頁
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下
。

ハ
9
〉
大
野
菜
二
、
前
掲
音
、
一
二
七
頁
。

(
印
〉
同
書
、
第
二
、
第
三
章
。

園
、
鉄
道
建
設
開
始
以
後
の
銑
鉄
加
工
部
門
の
発
展

I 

レ
i
ル
圧
延
部
門

前
掲
の
表

8
に
よ
る
と
ラ
イ
シ
・
ウ
エ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
ン
、
シ
ュ
レ
!

ジ
ェ
ン
の
棒
鉄
生
産
(
統
計
上
レ
l
ル
生
産
は
棒
鉄
生
産
の
中
に
五
目
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
パ
ド
ル
炉
を
渇
い
た
棒
鉄
生
産
の
中
で

V
l
ル
生
産
の
占
め
る
割
合
は

高
い
。
し
た
が
っ
て
以
下
で
は
レ
ー
ル
生
産
の
動
向
を
棒
鉄
生
産
に
よ
っ
て
推
定
す

る
こ
と
に
し
た
い
)
は
、
鉄
道
建
設
の
開
始
さ
れ
た
三

0
年
代
後
半
に
早
く

も
大
き
な
増
加
を
開
始
し
て
お
り
、
と
く
に
こ
の
分
野
で
も
シ
ュ
レ

I
ジ

ヱ
ン
に
代
っ
て
四

0
年
代
に
主
導
的
な
地
位
に
立
つ
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ

l
レ
ン
の
一
三
ハ

1
四

O
年
の
平
均
生
産
高
は
コ
二

l
三
五
年
の
一
・

七
倍
と
い
う
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
地
域
が
後
述
す
る
よ
う
に
レ
ー

ル
な
ど
の
鉄
道
用
品
の
生
産
の
た
め
に
い
ち
早
く
技
術
革
新
を
採
用

L
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
銑
鉄
加
工
部
門
へ
の
鉄
道
の
影
響
は
そ
の
建
設
開

始
直
後
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
団
に
よ
っ
て
四

0
年
代
以
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
棒
鉄
生
産
の
発
展

を

概

観

し

よ

う
。
四

0
年
代

前
半
に
棒
鉄
消

費
が
急
激
に
増

加
し
た
が
、
生

産
の
発
展
が
ぞ

れ
ほ
ど
大
き
く

な

か

っ

た

た

め
、
こ
の
間
の

輸
入
の
大
き
さ

が

顕

著

で

あ

る
@
し
か
し
四
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半
に
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ひ
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つ
づ
く
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費
の
増
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よ
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も
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産
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増
加
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ず
っ
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プロイセンにおけるパドル炉の増加

プロイセン
年

トファーレン ユ エ

、ドル炉 Iフリ炉ッシュ ドル炉 Iフリ炉ッシュハドル炉ロ Iフリ炉ッシュ

111 (13) 756 50 (11) 395 61 (19) 261 

1847 262 (26) 763 215 (40) 317 44 (14) 270 

1850 285 (28) 720 235 (45) 290 50 (16) 257 

1861 757 (70) 322 602 (95) 29 125 (41) 178 

表17

は
五

0
年
代
に
は
自
給
体

制
が
確
立
し
た
と
い
え
る

状
況
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
銑
鉄
加
工
部

門
が
鉄
道
に
提
供
す
る
製

品
は
、
表
幻
に
掲
げ
て
あ

る
よ
う
に
レ

l
ル
そ
の
他

の
資
材
で
あ
り
、
そ
れ
ら

に
は
レ

l
ル
を
は
じ
め
と

し
て
た
い
て
い
旧
来
の
木
炭
を
用
い
て
フ
リ
ッ
シ
ュ
炉
で
生
産
さ
れ
る
鉄

は
利
用
で
き
ず
、
石
炭
を
用
い
て
パ
ド
ル
炉
で
生
産
さ
れ
る
鉄
が
必
要
で

あ
っ
た
。
ま
た
パ
ル
ド
炉
は
生
産
性
に
お
い
て
も
旧
来
の
方
法
と
く
ら
ベ

ず
っ
と
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
ベ
ッ
セ
マ

1
法
、
マ
ル
チ
ン
法
は
さ
ら
に

パ
ド
ル
法
を
ず
っ
と
上
回
る
生
産
性
を
も
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ら

の
普
及
は
産
業
革
命
終
了
後
の
こ
と
に
属
し
て
い
る
の
で
、
産
業
革
命
の

過
程
で
銑
鉄
加
工
段
階
の
技
術
革
新
は
、
パ
ド
ル
炉
の
採
用
と
そ
れ
と
結

合
し
た
圧
延
工
程
の
革
新
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
石
炭
を
用
い
た
パ
ド
ル

炉
に
よ
る
銑
鉄
加
ヱ
の
質
的
発
展
の
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面
を
検
討
し
よ
う
。
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( )は合計炉数におけるパドノレ炉数の%。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

表19

1835年 20.8 8.6 29.2労

1840 23.8 17.6 42.6 

1841 21. 9 23.0 51. 2 

1845 22.0 47.6 68.4 

1850 14.2 68.7 82.9 

1855 16.0 158.9 90.1 

1860 5.9 194.0 97.0 

1870 2.0 471.0 99.6 

二
三
九

Marchand， H.， a. a. 0.， S. 38， 74. 



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

も
銑
鉄
生
産
と
同
じ
く
プ
ロ
イ
セ
ン
の
比
重
が
き
わ
め
て
高
い
の
で
以
下

(

2

)

 

プ
ロ
イ
セ
ン
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
石
炭
を
用
い

た
棒
鉄
生
産
の
支
配
は
四

0
年
代
中
に
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
、
五

0
年
代
に
は

完
了
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
(
表

η
-
m
・
ゆ
参
照
Y

一
八
五
一
!
五
八
年

に
棒
鉄
生
産
は
二
倍
に
増
加
し
た
の
に
た
い
し
、
石
炭
を
用
い
た
棒
鉄
の

生
産
は
二
・
七
倍
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
木
炭
に
よ
る
生
産
の
ピ

l
ク
は

五
三
年
で
そ
の
後
は
一
貫
し
て
急
激
に
減
少
し
て
い
る
(
五
一
一
一
年
に
た
い
し

(

3

)

 

六
五
年
は
四
分
の
一
〉
。
パ
ド
ル
炉
の
増
加
の
状
、
況
は
表
口
に
み
る
と
お
り

で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
と
も
パ
ド
ル

炉
が
フ
リ
ッ
シ
ュ
炉
を
上
回
る
の
は
五

0
年
代
だ
が
、
フ
リ
ッ
シ
ュ
炉
の

減
少
は
四

0
年
代
に
お
こ
っ
て
い
る
@
と
く
に
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア

i
レ
ン
で
の
変
革
が
め
ざ
ま
し
い
の
に
た
い
し
、
山
林
所
有
に
規
定
さ
れ

て
木
炭
利
用
の
利
害
関
係
の
強
い
シ
ュ
レ

i
ジ
ェ
ン
で
こ
の
過
程
が
、
コ

ー
ク
ス
高
炉
へ
の
移
行
と
同
じ
く
ず
っ
と
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
@
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

i
レ
ン
に
お
け
る
パ
ド
ル
炉
生
産

へ
の
移
行
は
、
鉄
道
建
設
開
始
期
で
あ
る
三

0
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
に

開
始
さ
れ
、
四

0
年
代
の
う
ち
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
い
え
る
ほ
ど
め
ざ
ま

し
い
も
の
で
あ
っ
た
ハ
表

η
-
m参
照
)
。

以
上
の
よ
う
な
四

0
年
代
以
後
の
棒
鉄
伺
産
の
発
展
に
は
鉄
道
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
が
、
そ
の
点
を
ヴ
ァ
!
日
ケ
ン
プ
ラ
ス

の
デ

l
タ
に
従
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
。
コ
ー
ク
ス
棒
鉄
に
占
め
る
レ
ー

ル
生
産
の
割
合
は
一
八
五
二
|
六

O
年
に
コ
一
九
%
か
ら
四
六
Mm
の
間
に
あ

(

4

)

 

り
、
向
じ
く
鉄
道
用
資
材
は
四
六
%
か
ら
五
九
Mm
の
間
に
あ
っ
た
。
ま
た
、

二
四

O

プ
ロ
イ
セ
ン
の
コ
ー
ク
ス
棒
鉄
生
産
の
う
ち
、
か
な
り
の
比
重
で
鉄
道
用

品
生
産
に
従
事
し
て
い
る
企
業
の
生
産
量
は
四

0
年

代

に

七

O
l
八

o

vm、
五

0
年
代
に
は
七
O
w
m前
後
を
占
め
、
プ
ロ
イ
セ
ン
全
体
の
パ
ド
ル

炉
の
う
ち
、
か
な
り
の
比
重
で
鉄
道
用
品
生
産
に
従
事
す
る
企
業
の
も
つ

パ
ド
ル
炉
が
四
六

l
五
八
年
に
六
三
!
八
八
必
の
ウ
ェ
イ
ト
を
も
っ
て
い

(
5
)
 

た
@
棒
鉄
生
産
の
労
働
者
数
が
四
三
|
五
七
年
に
三
・
七
倍
に
増
加
す
る

中
で
、
前
述
の
企
業
の
労
働
者
が
棒
鉄
生
産
全
労
働
者
の
四
九
!
六
四
銘

ハ
6
〉

を
百
二

i
五
八
年
に
占
め
て
い
た
@
と
れ
ら
の
数
字
が
そ
の
ま
ま
鉄
道
用

品
生
産
の
比
重
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
棒
鉄
生
産
の
増
加
、
と
く
に

コ
ー
ク
ス
棒
鉄
生
産
の
増
加
の
中
で
、
レ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
用

品
生
産
の
重
要
性
が
み
て
と
れ
る
。

次
に
掲
げ
る
表
却
は
、
表
H
と
同
じ
く
、
レ
ー
ル
を
主
と
す
る
鉄
道
用

品
を
生
産
す
る
圧
延
企
業
の
、
生
産
禁
備
の
新
設
・
増
強
、
企
業
規
模
・

生
産
の
拡
張
に
つ
い
て
の
ヴ
ァ
!
ゲ
シ
プ
ラ
ス
の
詳
細
な
研
究
を
一
覧
表

に
し
た
も
の
で
あ
る
@
鉄
道
が
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
圧
延
企
業
に
い
か
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
却
の
あ
ら
わ
す
特
徴
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

①
全
般
的
に
、
圧
延
過
程
の
主
要
な
労
働
手
段
、
労
働
者
数
、
生
産
高

の
顕
著
な
増
加
を
み
て
と
れ
る
@
そ
の
過
程
で
鉄
道
へ
の
レ
!
ル
な
ど
の

資
材
の
供
給
が
決
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
た
こ
と
は
備
考
欄
に
記
し

た
と
お
り
で
あ
る
。

①
ラ
イ
ブ
ツ
ィ
ッ
ヒ
・
ド
レ
ス
デ
ン
鉄
道
に
必
要
な
レ

l
ル
を
供
給
で

き
る
生
産
設
備
は
、
。
ハ
ド
ル
炉
一
八

i
二
O
、
シ
ュ
ヴ
ア
イ
ス
炉
七
|
一



表
20

レ
ー

ル
等

圧
延

企
業

の
拡

張

備
考

(
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
〕

(1)へ
ル

マ
ン

製
鉄

所
44 

8
 

11 
3
(1
20) 

11 
44 

140 
4 高中ゲ7産炉年初γ

企欽かケを
業

ヘ
ル

マ
ン

製
駒

苛
が

39/40鉄
に
道
設
用
立
品
。

(
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ

49 
42 

21 
11 

12(500) 
51 

49 
8
0
0
~
 

ら大さ
企
業
と
し
て
出
発
し
，

1，000 
め

す
。

ト
，
マ
ル
ク
〉

57 
52 

41 
10 

15(782) 
53 

1， 
607 14.0 11. 

7
 

19.2 
ル
ン
・
ミ
ン
デ
ン
鉄
給

道
，
チ
ュ
ー
リ
ン

57 
1
，934 24.0i 

28.7 
道

へ
の

レ
ー

ル
供

の
た
め
に
設
備
を

拡
張
。

(2) 
(
エ
ッ
シ
ュ
ヴ

42 
13 

7
 

11 
2( 

80) 
4
 

42
年
鉄
道
用
品
生
産
指
の
た
め
設
働

立
。
当
初
は
ベ

ァ
イ
ラ
ー
〕

44 
20 

7
 

11 
3
(1
75) 

5
 

ル
ギ
一
人
銑
拡
張
鉄
の
技
術
加

導
4，，4年労輸

関力
に
よ
り
ベ
ル

フ
(
前
身
ミ
ッ
ヒ

ギ
ー
の

を
工。

鉄
税

車
軸引

き
上

げ
エ

ェ
ル
社
，

52
年

50
頃

341 
12 

71 
55 

1
，500 

11. 7
 

20.2 
後
ブ
設
備

。
レ
ー
ル

鉄，
"""t""'''t1-'-I

Jミ棒ン鉄デ，
 

一
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

56 
361 

13 
41 

18(43
1) 

7157/58 
955 

8.3 
18.0 

リ
キ
板
な
他
ど
鉄
へ
道
供
用
給

品
を
ケ
ル
ン
・

':1 
に
合
併
〉

ン鉄特
道
そ
の

。
次

第
に

車
輪

，
車

軸
ク

lこ
化

。
ス

〈
ラ
ー
ノ
レ
)

54 
341 

14 
11 

5
(1
63) 

4155/56 
510 

16.2 
0.4 

53
年
自
社
の
コ
ー
ク
生
初
ス
銑
産
か
鉄
を
加
規力

工
す

べ
く

高
16.6 

60 
521 

14 
21 

26(674) 
6156/57 

940 
25.3 

1.
1
 26.4 

炉
と

同
じ

場
所

に
当

ら
大

模
な

も
の

と
し
て
設
立
。
レ
ー
ル

が
主

。
58 

1
，055 

14.3 
1.
0
 15.4 

(3)
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク

4
6
/
4
7
 3
5
~
 

21 
21 

2
以

上
265 

1.
9
 

0.6 
2.5 

19
世
紀
初
め
に
設
給
立
さ
れ
地
域
内
へ
鉄
始
，
発
蒸
。。

気
46 

9
0
0
~
 

機
な

ど
を

供
す

る
企

と
し

て
18 

製
鉄

所
(

オ
ー

バ
ー

1
4
5
7
 

2
 

960 
9.8 

1.
1
 10.9 

28
年
代
闘
オ
←
ハ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
圧
業
延
工
場
開
産代出

40 
ハ
ウ
ゼ
ン
〉

6
0
 

461 
35 

71 
20(855) 

774 
8.0 

1.
8
 9.8 

年
レ
ー
ル
な
ど
鉄
道
用
品
を

5高を0生炉年
す
る
パ

58 
1，132 18.3 

2.2 20.5 
ド
ル
圧
延
張
企
業
と
し
て
拡
張
。

圧
延
張
企

業
の

拡
と

と
も

に
コ

ー
ク

ス
も
拡

:
L
.
ヤ
ト
:
」

4♀士I'Q主張
f寝殿脳--'J~回l

H
鰍
Q
保
田
基

11
巴
11



L
ャ
ト
斗
.
;
c
~
ご
の
お
柑
般
読
経
.
.
v

i四iト4判
H
i
首
長
鴎

11
困
11

川
ツ

ノ
叩
I

60 
1
 24

1
6- 81

 
2
1
ω
5
)
1
 

「
炉
と
|

|
市
に
進
出
初
の
ト
ク
ス
有 明

日
51 

60 
と
も
に

9.8
695 

。
鉄
鉱
山
も
所

(7) 
37 

7
 

38 
2.01 

2.0 
40年

代
ざ

の
レ
ー
ル

(
レ
ン
デ
ル
ス

47 
23 

7
 

47 
5
0
0
~
 

9.6 
9.51 

0.1 
9.6 

が
め

ま
し

b
、。

530 
エ
ッ
シ
ュ
ヴ
ァ
イ

ヘ
ド
ル
フ
)

150
年
代

8
 

55 
560 

4.5 
4.5 

9.0 
の
鉄
道
用
ず

品
の
生

ツ
58 

350 
3. 
1
 1.

5
 5.8 10.4 

は
も
た

，
銑
鉄

ン
コ
ノ
レ
デ
ィ
ア
よ
り

コー
47 

10 
31少

数
少
数

4引
i

j
|

1
5

ヘ
ッ
シ
ュ
の
第
一

(
エ
ッ
シ
ュ
ヴ

生
産
に
集
中
し
，

ァ
イ
ラ
ー
)

50
年

代
33 

10 
31 

9(232) 
場

lこ
よ
り
，

ラ
イ

地
程
方
が
肩オ
ー
パ
ー

58 
514! 

111.4 
で
比

し
う
る

叩
;
:
?
?
?
|
5
9
1
2
0
l
1
2
i
6
2
0

ス
コ
ッ
ト
;
ン
ド
I

59 
1
 16

1
101

 
41 

7
 

日
59

I
 60 

21 
59 

(8)
ロ
ー
テ
エ
ル
デ

(
ア
ー
へ
ン
〉

55 

58 

戸

huo八V

「D「D

A斗Ad生

、、，ノ、、，ノ ハUハU

Fhvn， “  

のムqa f¥f

、 η ο。o

nLn， “  

ワdnu 噌4-

FhυハU

12 

461d 

備
考

1
1. 71

…
吋

…
高

訂
8.21

一
に

進
出

当
初

ら
大

規
養

手
業

レ
ー
ル
生
産
が
主
力
。

1
 0.61

6
.2 1

高
炉

働
ら

レ
一

四
日

市
鴎

守
に

拡
張

。
7年〉。

年
圧

延

の
拡

大
生
産
を

の
他

高
炉

コ
ン

レ
ー
ル

第
二

エ
ー
レ
ン

圧
延

過

3
8
4
!
4
1
l
3
1
1
0
4
7
.
4
以

前
か

ら
あ

る
圧

延
企

業
だ

っ
た

が
4C

年
代

末
1

 
1

 01" 
nl

の
恐
慌
で
生
産
を
休
止
し
て
い
た
。

53
年
鉄
道

566[10.11 
1
1. 8;11

・
司
向
け
に
生
産
を
再
開
。
銑
鉄
は
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
。



(
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
〉

、
J

(9)
ラ
ウ
ラ
製
鉄
所

43 
16 

50
頃

18 

53 
29 

59
頃

40 

(1的
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー

44 
9
 

ベ
ン

製
鉄

所
5
2
/
5
3
 
10 

5
9
/
6
0
 
23 

(11)
ピ
ー
ラ
製
鉄
所

(13)マ
ル

タ
ン

製
鉄

所

(
ザ
ー
ル
，
モ
ー
ゼ
、
ル
地
方
〉

(
刈
シ
ュ
ト
ゥ
ム
兄
弟

(
ザ
ー
ル
地
方
，
ノ

イ
キ
ル
ヒ
ェ
ン
〉

2
(1
30) 

8
 
31 

4
 

9
 
21 

6(286) 

12 
41 
12 

5
 

5
 
11 

2
(1
40) 

22 
71 
19(706) 

:
<
L
.
.
ヤ
ト
!
1
~
さ
ご
州
議
矧
餓
総
.
.
l
J

j回
1
H
鰍
Q
献
自
主

11 
44 

51 
52 

181 
60 

4
 45 

4
 52 

6
 60 

250 
44

年
シ

ュ
レ

ー
ジ

ェ
ン

で
最

初
に

良
質

な
レ

ー
ル
を
生
産
棒

。
銑
鉄
，

鉄，
レ
ー
ル
，
車
鉄
輪
，
輪
鉄
，
炭

ス
ポ

5
0
0
~
 

8.5 
ー
ク
な
ど
の
生
産
業

の
ほ
か

鉱
石

，
石

も
採

520 
825 

13.8 
掘

す
る

一
貫

企
。

自
1
1
1
0
1
1
d
3
2

19
世紀鉄イ寸

初
め
以
産

来
ド

イ
ツ

で
最

も
早

く
コ

ー
ク

を
生

し
て

い
た

王
立

ー
ニ

ッ
ヒ

製
鉄ス銑所

置
圧
延
場
と
し
て
1844

年ケ
，

 53
年

2
つ

30[ 
8.01 

5.4: 
I

 
8.3 

の
工
場
を
設
置
。

ト
0.5

ー
の

み
鉄

道
用

品
に

集
中

し
40

年
7M

働
時

代
に

は
シ

ユ
レ

ー
ジ

ェ
ン
を
代
表
す
る
企
業
に
成
長
。

プ
フ
ア
ル
ツ
の
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
鉄
道
，
バ
イ

エ
ル

ン
鉄

道
か

ら
の

注
文

が
拡

張
の

契
機

。
自

7.21
己
の
銑
鉄
を
加
工
す
べ
く

40
年

代
圧

延
工

程
に

J
進

出
。

銑
鉄

の
不

足
分

は
フ

eル
バ

ッ
ハ

よ
り

入
15.α

手

11] 
E:l川
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11
回
国

(15)
ク

イ
ン

ト
製

鉄
所

(
ト

リ
エ

ル
，

モ
ー

ゼ
ノ
レ
地
方
〕(

そ
の

他
〉

116)
王

立
マ

リ
エ

ン
製

鉄
4
8
 

所
(

ザ
ク

セ
ン

〕
5
6
/
5
7
 

(1司
マ

ク
シ

ミ
リ

ア
ン

製

鉄
所
(
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
〉

58 

6
 

2
 

11 
4

 

15 
14 

4
 

6
 

8
 

備
考

1
 

1
3
0年

代
初

め
以

来
パ

ド
ノ

レ
圧

延
生

産
を

行
な

0.31 
6.11

う。
4
4年

レ
ー

ル
圧

延
工

場
を

設
立

。
高

炉
企

I
V
・"1

業
か

ら
圧

延
工

程
に

進
出

。
ル

ー
ド

ヴ
ィ

ッ
ヒ

1
鉄

道
へ

の
レ

ー
ル

供
給

の
た

め
に

拡
張

。
4
7
年

1
レ

ー
ル

日
産

能
力

1
5
-
2
5
ト

ン
。

自
社

の
銑

鉄
I
を
加
工
。

rr1111 
47

年
銑
鉄
生
産
イ
か
ノ
ら
レ

レ
ー

ル
圧

延
に

進
ク

セ
ン

と
バ

エ
ン

鉄
道

に
レ

ー
/

給
。

2
.
8
 
53

年
株

式
会

社
と

し
て

出
発

。
政

府
の

出
。

ザ
レ

を
供

援
助

大

炉
を

コ
きし、。

3
-
4
1
 

5
8
 

1
 
7
0
0
 

7
.
9
 
6
0
/
6
1
年高炉高炉に

も
そ
れ
ま
で
の
ノ
ド

J来
高

ー
ク

ス
か
え
る
。

W
a
g
e
n
b
l
a
s
s
，

 H.
，

 a. 
a. 

0.
，

 S，
 30
，

 59-79
，

 141-171
よ
り
作
製
。

注
〉
上
表
の
数
字
の
ほ
か
に
，
金
生
産
に
占
め
る
鉄
道
用
品
生
産
の
割
合
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
，

(
1
 )
5
2
-
5
4
年
に
7
2
-
8
0
%
，
(
9
 )53

年
4
2
%
，
(11)55-57

年

に
4
6
-
7
0
9話

。
同
じ
く

ν
ー
ル
生
産
の
割
合
は
，

(
1
 )
5
2
-
5
4
年
に
5
6
-
6
1
%
，
(10)50

年
代
後
半
7
0
-
8
9
%
，
(15)1860

年
50

労
な
ど
で
あ
る
。



。
、
蒸
気
ハ
ン
マ
ー
ニ

i
三
、
蒸
気
機
関
一
四
U

|

一
八

O
馬
力
、
労
働

者
四

O
O
l五
O
O
人
で
あ
る
と
い
う
ハ
表
6
参
照

Y

こ
れ
は
大
工
場
と

い
え
る
も
の
だ
が
、
す
で
に
四

0
年
代
に
、
川
(
四
七
年
に
レ

l
ル
供
給
の

た
め
、
四
九
年
ま
で
に
大
規
模
に
設
備
を
拡
張
し
て
い
る
)
、
川
の
エ
ッ
シ

ュ
ヴ
ァ
イ
ラ

I
工
場
(
当
時
ミ
ツ
ヒ
エ
ル
社
)
、
刷
、
川
の
レ
ン
ザ
ア
ル
ス
ド
ル

フ
工
場
(
三
七
|
四
七
年
に
か
け
て
パ
ド
ル
数
は
か
わ
ら
な
い
が
、
生
産
量
は
五

倍
に
な
っ
て
い
る
)
が
そ
の
規
模
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
川
の
エ
ッ
シ
ュ
ヴ

ア
イ
ラ

i
工
場
、
川
、
側
、
凶
、
凶
な
ど
が
五

υ年
代
に
そ
の
規
模
に
達

し
て
い
る
@
仰
の
ラ

l
ル
工
場
、
川
、
川
な
ど
は
設
立
時
に
す
で
に
大
規

模
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
@
鉄
道
の
影
響
は
こ
の
分
野
に
銑

鉄
生
産
よ
り
早
く
現
わ
れ
た
と
い
え
る
@

①
地
域
別
に
み
る
と
、
銑
鉄
生
産
と
同
じ
く
圧
延
工
程
で
も
、
ラ
イ
ン

・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
の
諸
企
業
が
川
、
川
、
川
、
仰
を
先
頭
に
、
そ

の
設
備
・
規
模
の
大
き
さ
、
生
産
量
の
大
き
さ
で
卓
越
し
て
い
る
。
ザ
ー

ル
の
凶
も
大
規
模
で
あ
る
@
一
方
、
シ
ュ
レ

l
ジ
ェ
ン
で
は
コ
ー
ク
ス
高

炉
を
ド
イ
ツ
で
い
ち
早
く
所
有
し
て
い
た
川
、
酬
が
、
こ
の
分
野
で
の
本

格
的
な
技
術
革
新
を
行
な
う
の
は
鉄
道
建
設
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
り
、
全
体
的
に
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

I
レ
ン
に
く
ら
べ
、
技
術

革
新
、
規
模
の
拡
大
、
生
産
量
の
伸
び
な
ど
の
点
で
こ
の
時
期
に
お
く
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

④
企
業
の
展
開
の
あ
り
か
た
は
、
③
古
く
か
ら
あ
る
圧
延
企
業
が
パ
ド

ル
炉
を
新
設
増
強
し
た
も
の
:
:
:
ω

の
エ
ッ
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ラ

l
工
場
、

川
、
川
、
川
、
仙
、
同
、
側
、
⑥
高
炉
企
業
が
新
た
に
圧
延
過
程
へ
進
出

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

し
た

L
の
:
:
:
川
、

ωの
ラ

l
ル
工
場
、
、
川
、
川
、
川
、
川
、
帥
、

刷
、
刷
、
凶
、
問
。
@
の
う
ち

ω、
川
は
後
に
自
企
業
の
高
炉
生
産
と
結

び
つ
い
て
お
り
、
明
、
川
、
同
、
倒
、
同
が
単
純
圧
延
企
業
で
、
残
り
の

全
て
は
製
銑
、
圧
延
両
工
程
を
も
っ
「
一
貫
企
業
」
で
あ
る
。

①
圧
延
企
業
設
立
時
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
が
一
二
年
間
レ
l
ル
の
買

取
り
を
保
証
し
た
が
、
石
炭
を
有
利
に
獲
得
で
さ
ず
に
失
敗
し
た
ミ
ッ
ヒ

エ
ル
・
ゴ
ッ
フ
ァ

i
ド
社
を
引
き
受
け
た
附
が
、
バ
イ
エ
ル
ン
東
部
鉄
道

が
建
設
さ
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
産
鉄
鉱
石
と
ツ
ヴ
ィ
ッ
カ
ウ
産
石
炭
を
結
合

さ
せ
て
発
展
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
鉄
道
が
運
輸
面
か
ら
製
鉄
業
に
有

(

7

)

 

利
に
作
用
し
た
一
例
で
あ
り
、
四
八
年
当
初
パ
ド
ル
炉
六

O
、
蒸
気
機
関

三
六

O
馬
力
、
労
働
者
二
、

0
0
0人
、
レ
ー
ル
年
産
能
力
一
二
Q
万
ト
ン

を
計
画
し
て
い
た
が
、
鉱
石
と
石
炭
に
恵
ま
れ
ず
破
産
し
て
し
ま
っ
た
チ

(

8

)

 

ュ
I
リ
ン
ゲ
ン
の
ド
イ
ツ
鉄
道
レ

l
ル
会
社
の
例
は
、
鉱
石
、
石
炭
の
産

出
地
な
ら
び
に
運
輸
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
発
展
の
基
礎
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
一
例
で
あ
る
。
(
上
述
の
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
7
7
1
レ
ン
へ
の
製
鉄

業
の
集
中
に
と
っ
て
こ
の
要
因
は
大
き
い
。
〉

①
企
業
の
系
譜
に
つ
い
て
み
る
と
、
川
の
へ
ッ
シ
ュ
兄
弟
の
祖
先
が
三

O
年
戦
争
以
来
の
小
鉄
工
業
者
で
あ
り
、
一
九
年
に
パ
ド
ル
・
圧
延
企

業
、
二
七
年
に
は
熱
風
供
給
装
置
を
も
っ
木
炭
・
コ
ー
ク
ス
混
合
高
炉
を

(
9
)
 

い
ず
れ
も
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
で
最
初
に
付
置
し
た
革
新
的

な
企
業
で
あ
り
、
川
、
川
、
川
〈
既
述
〉
、
川
も
含
め
て
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ

l
レ
ン
で
は
小
生
産
者
的
発
展
を
辿
っ
た
も
の
が
多
い
。
シ
ュ
レ

l
ジ
ェ
ン
で
は
、
川
、
附
(
既
述
)
の
ほ
か
、
闘
は
土
地
所
有
に
経
営
の

二
四
五



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

マ
グ
ナ

1
テ

γ

(

m

〉

基
礎
を
お
く
大
貴
族
レ
ナ
ル
ト
伯
が
一
八
三
六
年
に
設
立
し
た
も
の
で
い

ず
れ
も
同
一
タ
イ
プ
の
も
の
と
い
え
る
‘
だ
ろ
う
。

(
1
〉
四
四
年
関
税
は
フ
ロ
リ
1
プ
に
よ
れ
ば
、
国
内
製
鉄
業
の
発
展
を
保
証

し
、
し
か
も
国
内
の
需
要
を
充
足
し
う
る
高
さ
i
|
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
銑

鉄
二

O
マル

F
、
棒
鉄
レ
i
ル
九
O
マル

F
、
機
械
部
品
・
車
輔
等
一
八

0
7

ル
F
と
な
っ
た
。
司
円
。
ュ

8
・。
J
p
m
o
-
-
印
-

M
∞
・
な
お
こ
の
関
税
に
よ

っ
て
四
五
|
五

O
年
平
均
で
ド
イ
ツ
に
お
け
る
価
格
は
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
の
棒
鉄
六

八
沼
、
レ
ー
ル
五
二
%
の
上
昇
を
示
し
た
と
い
う
。
巧
白
向
。
口
tzgw
同
--m-

お
・
四
四
年
関
税
は
銑
鉄
加
工
部
門
に
も
保
護
効
果
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(

2

)

関
税
同
盟
に
お
い
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
棒
鉄
生
産
の
占
め
る
比
重
は
、
一
八

三
四
年
六
二
%
、
四
二
年
六
七
勉
、
四
七
年
七
七
%
、
パ
ド
ル
炉
に
よ
る
棒
鉄

は
同
じ
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一

O
O
M
、
九
七
%
、
九
五
銘
で
あ
り
、
四
六
年
に
関

税
同
盟
に
存
在
し
た
パ
ド
ル
炉
の
分
布
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
三
二
七
(
八
五
労
)
、

バ
イ
エ
ル
ン
三

O
、
ザ
F
セ
ン
一
一
一
、
へ
ッ
セ
ン
九
、
ナ
ツ
ソ
ウ
七
で
あ
っ

た
。
た
ん
に
生
産
の
集
中
だ
け
で
な
く
、
技
術
革
新
も
プ
ロ
イ
セ
ン
で
よ
り
進

ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

EUOロ且一白
w

印
・
勾
1
3・
な
お
関
税
同
盟
領
域
に
お

け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
人
口
の
比
重
は
四
六
年
六
O
M
、
六
一
年
六
二
銘
で
あ
っ

た。

〈

3
)

巧
由
同
S
E
E
P
巴
J

由・同・

9.
∞・出品品・

(

4

)

開
t
o
口品
p
m・
M
m
0
・

(

5

)

開
t
o
口且
h
y

∞-
N
h
p
h
日・

(

6

)

開
『
O

口内田白
-m-MAP-吋・

(

7

)

開
t
o
ロ仏
P
∞・

]EM--H+ナ
ハ

8
)

】

W
U
O
口
品
。
・
印
・
?
?
叶
由
・

ハ
9
)

大
野
英
二
、
前
掲
書
、
一
三
四
五
頁
。

ハ
叩
)
同
書
、
九
六
頁
以
下
。

二
四
六

E 

そ
の
他
の
鉄
道
用
品
生
産

そ
の
他
の
鉄
道
用
品
と
は
後
掲
の
表
幻
の
う
ち
、
レ
ー
ル
、
機
関
車
、

車
禰
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
鉄
道
は
こ
の
よ
う
に
多
様
な
製
品
を
必
要

と
す
る
が
、
そ
の
多
く
が
既
存
の
生
産
技
術
で
は
製
造
で
き
ず
、
技
術
の

革
新
な
ら
び
に
生
産
設
備
の
拡
張
を
必
要
と
し
た

Q

鉄
道
建
設
開
始
時
よ
り
、
ハ
ル
コ
ル
ト
は
上
述
の
多
様
な
製
品
を
生
産

し
つ
つ
、
ハ

I
ゲ
ン
地
方
の
鉄
加
工
業
を
集
中
し
て
こ
の
分
野
で
ド
イ
ツ

を
代
表
す
る
企
業
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
蒸
気
機
関
車
製
造
に
も
失
敗

し
、
レ
ー
ル
生
産
に
も
な
か
な
か
成
功
し
な
か
っ
た
グ
i
テ
ホ
フ
ヌ
ン
ク

製
鉄
所
の
四

0
年
代
ま
で
の
経
営
を
支
え
た
も
の
の
一
つ
が
こ
の
分
野
で

あ
り
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
は
ベ
ル
リ
ン
・
ポ
ツ
ダ
ム
鉄
道
や
プ
ロ
イ
セ
ン
の
諸

鉄
道
へ
の
多
様
な
鉄
道
用
品
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
創
立
時
の
苦
し

い
時
期
を
の
り
き
り
、
企
業
の
発
展
を
す
す
め
、
世
界
的
な
機
関
車
工
場

(
1〉

に
な
る
礎
を
築
い
た
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
般
的
に
、
た

い
て
い
の
レ

l
ル
圧
延
企
業
、
機
関
車
工
場
が
こ
の
分
野
の
生
産
に
参
加

し
て
い
た
。

そ
の
他
の
鉄
道
用
品
の
生
産
が
と
く
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
一

八
五

0
年
代
で
あ
る
。
五

0
年
代
に
は
パ
ド
ル
鋼
、
鋳
鋼
の
重
要
性
が
増

大
し
た
。
普
通
の
棒
鉄
に
さ
ら
に
強
い
熱
を
加
え
た
パ
ド
ル
鋼
は
、
レ
ー

ル
の
上
部
、
車
軸
、
タ
イ
ヤ
な
ど
に
適
性
を
も
ち
、
そ
の
生
産
が
広
く
普

及
し
た
。
こ
れ
ま
で
レ

l
ル
、
そ
の
他
の
鉄
道
用
資
材
を
製
造
し
て
い
た

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
の
ヘ
ル
マ
ン
製
鉄
所
、
ロ
イ
エ
ル
キ
ン



表21

鉄道lこ必要な資材〈⑥はその製造のために徹底的な技術革新が必要なもの，

Oも大きな技術革新を必要とするもの〉

@蒸気機関車，客車，貨車

。車軸， 0車軸受け，。車軸支え， 0車輪，。タイヤ，

O車輪用フランジ， 0スポーク， 0スプリング，。クッ

ション棒， 0ボイラー， O(ピストンの〉連梓，鉄板，

ピストン棒，連結器

@圧延レール，鋳鉄用レール支え，ネジ(レーノレを枕木

に固定する)，釘(枕木を土に固定する)，ボルト，ピポ

ット

用線路(3) 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

)
 

1
 

(
 

(2)機関車・車柄用

ポンプっき水槽，鋳鉄製ク転車台，転てつ器，選車台，

レーン，

駅構内用(4) 

ト
・
フ
ァ
ル
ケ
ン

?

l
ト
社
ハ
ハ
l
ゲ
ン
マ
ヘ
ッ
シ
ュ
、
ミ
ッ
ヒ
ェ
ル
社
、

ロ
l
テ
エ
ル
デ
な
ど
が
こ
の
分
野
に
も
進
出
し
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
こ
の

(
2
)
 

分
野
の
生
産
を
大
規
模
に
開
始
し
た

Q

ま
た
、
テ
ィ

l
ゲ
ル
炉
や
シ
ュ
メ

ル
ツ
炉
を
用
い
て
生
産
す
る
鋳
鋼
は
、
従
来
の
粗
鋼
や
部
分
的
に
は
パ
ド

ル
鋼
よ
り
、
大
き
な
耐
磨
位
、
堅
牢
度
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
コ
ス
ト
は

高
か
っ
た
が
機
関
車
や
車
輸
用
の
車
軸
、
車
輪
、
タ
イ
ヤ
な
ど
に
用
い
ら

れ
、
そ
の
生
産
も
増
大
し
た
。
五

0
年
代
の
鋳
鍋
生
産
は
、
も
っ
ぱ
ら
ラ

イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
!
レ
ン
の
ク
ル
ッ
プ
と
ポ
ッ
フ

l
ム
連
合
が
独
占

ハ
3
)

し
て
い
た
。

プ
ロ
イ
セ
ン
の
パ
ド
ル
鋼
の
生
産
は
、
一
八
五
一
一

i
六
O
年
に
五
・
六

倍
に
増
大
し
(
表
明
品
参
照
〉
、
か
な
り
の
比

重
で
鉄
道
用
品
の
た
め
の
パ
ド
ル
鋼
生
産

に
従
事
し
て
い
る
企
業
の
生
産
は
、
パ
ド

ル
鋼
総
生
産
の
五
五

l
六
O
年
に
四
五
Mm

か
ら
六
五
Mm
の
間
を
占
め
、
鋳
鋼
生
産
は

三
七

l
五
O
年
に
二
六
倍
、
五
O
|
六
O

年
に
七
・
四
倍
と
著
し
く
増
加
し
た
が
、

そ
の
う
ち
鉄
道
用
品
生
産
に
従
事
す
る
企

業
の
生
産
の
割
合
が
五
三

l
六
O
年
に
八

ハ
4
)

コ一

i
九
三
%
の
間
に
あ
る
。
ま
た
テ
ィ

i

ゲ
ル
炉
は
四
六
|
五
八
年
に
七
・
一
倍
に

増
加
し
た
が
、
鉄
道
用
品
生
産
に
か
な
り

の
ウ
ェ
イ
ト
で
参
加
し
て
い
る
企
業
が
も

Wagenblass， a. a. 0.， S. 28f. 

表22

年

1852 

2，696 1860 

Wagenblass， H.， a. a. 0.， S. 138. 

二
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表
23

そ
の

他
の

鉄
道

用
資

材
を

製
造

す
る

企
業

の
拡

張
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企
業

名

(
所

在
地

〉
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)
-
中
一
三
一
三
コ
二
百
「
二
三
二
子

!
日
同
円
三
』
uu二
一
時

Z
1
7
二
ト

比
可
」
一

T
，日刈。

斗
山
三
刈

l
ト
出
開
吟

つ
テ
ィ

I
ゲ
ル
炉
は
、
そ
の
う
ち
五

0
年
代
後
半
に
は
八

O
i九
O
M
mを

占
め
て
い
る
。
鋳
鋼
生
産
労
働
者
数
は
五
三
六

O
年
に
三
・
一
倍
に
な

っ
て
い
る
が
、
上
述
の
企
業
は
五

0
年
代
後
半
に
八
六
|
九
六
%
を
占
め

(

5

)

 

て
い
る
。
そ
の
他
の
鉄
道
用
品
生
産
の
影
響
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で

長

C
ヲ

心

@

表
部
は
、
表
H
・
却
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て
の
ヴ
ァ

i

ゲ
ン
プ
ラ
ス
の
研
究
成
果
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

み
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
部
門
の
企
業
の
五

0
年
代
の
拡
張
も
め
ざ
ま
し

い
も
の
で
あ
っ
た
@
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
点
を
補
っ
て
お
こ
う
@

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

___， 
cコ

①
機
闘
車
製
造
で
有
各
な
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
二
工
場
は
国
道
通
り
に
あ
る

機
関
車
エ
場
と
有
機
的
に
結
合
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
経
営
内
分
業
が
工

場
間
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
「
世
界
的
な
機
関
車
工
場
」
ボ

ル
ジ
ッ
ヒ
の
規
模
の
大
き
さ
と
機
関
車
工
場
の
経
営
内
分
業
の
状
況
を
う

(
7
)
 

か
が
わ
せ
る
。
②
ク
ル
ッ
プ
は
、
弾
力
性
と
抵
抗
力
の
強
い
鋳
鋼
を
用
い

て
の
機
関
車
や
車
輔
用
の
車
軸
と
ス
プ
リ
ン
グ
の
生
産
を
旦
i

く
か
ら
計
画

し
、
一
八
四
九
年
に
五

O
O台
分
の
車
輔
の
ス
プ
リ
ン
グ
、
一
七

O
台
分

の
車
輸
の
注
文
を
受
け
た
こ
と
で
労
働
者
を
七
二
人
か
ら
一
二

O
O人
に
増

や
し
、
生
産
設
備
も
拡
張
し
、
そ
の
後
、
継
ぎ
目
の
な
い
鋳
銅
製
タ
イ

二
四
九



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

ャ
、
ス
プ
リ
ン
グ
、
車
輔
な
ど
が
好
評
を
得
て
多
く
の
鉄
道
か
ら
(
た
だ

し
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ハ
イ
ト
と
は
意
見
が
対
立
し
て
い
た
の
で
プ
ロ
イ
セ
ン
邦
有

鉄
道
は
別
だ
が
)
ま
す
ま
す
多
く
の
注
文
を
受
け
た
。
五
二
六

O
年
に
は

企
業
に
と
っ
て
鉄
道
用
品
が
大
砲
よ
り
も
重
要
性
を
も
っ
て
お
り
、
六

O

年
の

A
・
ク
ル
ッ
プ
の
手
紙
に
、
彼
は
業
務
と
い
う
よ
り
多
く
は
名
誉
に

か
か
わ
る
問
題
と
考
え
て
い
た
の
で
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
隊
へ
の
大
砲
の
供
給

に
も
主
力
を
注
い
で
き
た
が
、
そ
の
大
砲
の
供
給
を
除
け
ば
私
の
企
業
の

活
動
力
は
鉄
道
用
の
車
軸
、
タ
イ
ヤ
の
供
給
か
ら
得
ら
れ
た
、
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ク
ル
ッ
プ
は
六

0
年
代
に
主
力
を
大
砲
生
産
に
移
す
前
に
、

鉄
道
用
品
に
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
た
生
産
で
既
に
大
企
業
に
な
っ

(
8〉

て
い
た
。
①
ク
ル
ッ
プ
と
と
も
に
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
l
レ
ン
で
鋼

製
鉄
道
用
品
を
独
占
す
る
ポ
ッ
フ

i
ム
連
合
も
、
五

0
年
代
初
め
ま
で
比

較
的
小
さ
な
企
業
規
模
か
ら
拡
張
す
る
礎
が
五

0
・
六

0
年
代
の
鉄
道
用

(
6
)
 

品
生
産
に
あ
っ
た

Q

(

1

)

4

『同開
2
2
g
ω
・出
J

白・白・

9.
∞・

8
ーヨ・

(

2

)

開
t
o口仏

p
m
-
H
ω
出
向
・

(

3

)

開
t
o口
品

p
m
-
H
ω
立・

(
4〉
】

w
r
o口
白

p
m・回目
ω
『・

(

5

)

開F
O
白
色
白
・
印
・
回
目
印
・

ハ
6
)
こ
の
分
野
に
お
け
る
鉄
道
用
品
製
造
企
業
の
比
重
が
高
い
の
は
、
そ
れ
が

ほ
と
ん
ど
F
ル
ツ
プ
と
ポ
ッ

7
1
ム
連
合
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

〈

7
)
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
に
つ
い
て
は
、
次
節
の
機
械
工
業
と
も
合
わ
せ
て
、
秀
れ
た

二
五

O

研
究
、
高
橋
秀
行
「
ポ
ル
ジ
ッ
ヒ
機
械
製
作
工
場
の
創
世
記
|
|
ド
イ
ツ
近
代

企
業
家
生
成
過
程
に
お
け
る
手
工
業
者
・
技
師
系
譜
の
一
典
例
1
1」
(
大
分

大
学
『
経
済
論
集
』
第
二
七
巻
第
三
号
)
、
同
「
初
期
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
企
業
の
成

長
と
機
関
車
生
産
の
展
開
(
一
八
四
一
ー
ー
一
八
王
四
)
|
|
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お

け
る
機
関
車
自
給
体
制
確
立
過
程
へ
の
企
業
者
史
的
接
近
l
|
」
(
大
分
大
学

『
経
済
論
集
』
第
二
七
巻
第
六
号
)
を
参
照
。

(

8

)

者
同
問
。
ロ
玄
白
ωω
・国
J

同
-mo--
∞・
H

∞N
l
H

∞
日
川
本
和
良
氏
は
ク
ル
ッ

プ
も
ピ
i
ベ
ン
シ
ュ
ト
ワ
ツ
ク
(
前
述
)
ら
と
同
じ
技
術
者
的
生
産
者
類
型
に

属
し
、
小
生
産
者
的
発
展
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
企
業
に
な
る
以
前
の
一

九
世
紀
前
半
の
商
会
の
経
営
を
怪
常
的
に
支
え
た
も
の
は
、
商
会
を
有
名
に
し

た
遠
隔
地
販
売
よ
り
も
む
し
ろ
、
近
く
に
あ
っ
て
た
え
ず
安
定
し
た
需
要
を
提

供
し
た
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
ン
内
部
の
鉄
加
工
業
、
機
械
工
業
へ
の

多
様
な
原
料
と
製
品
の
販
売
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
向
、
前
掲
書
、

二
四
二

i
二
四
四
頁
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